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大
逆
事
件
以
降
、
激
し
い
弾
圧
に
よ
っ
て
消
滅
さ
せ
ら
れ
た
労
働
組
合
運
動
は
、
暗
い
谷
間
を
ぬ
け
て
大
正
期
に
入
っ
て
、
再
び
芽
ぶ
き
は
じ
め
た
。
大
正
元
年
に
友
愛
会
が
組
織
さ
れ
、
三
年
後
に
は
、
各
地
の
鉱
山
・
炭
鉱
に
友
愛
会
の
分
会
や
支
部
が
つ
く
ら
れ
た
。
特
に
常
磐
地
方
の
炭
鉱
で
は
、
友
愛
会
の
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
大
正
三
年
に
は
入
山
採
炭
の
内
郷
で
数
十
名
だ
っ
た
友
愛
（１） 
会会員は、大正五年一○月には、常磐地方全体で一一六一一一名にまで拡大した。こうした労働組合の発展の中で、友
子
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
、
わ
た
く
し
に
は
大
変
興
味
深
い
の
だ
が
、
わ
た
く
し
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
友
愛
会
の
組
織
化
や
活
動
の
た
め
に
、
友
子
が
何
ら
か
の
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
示
す
資
料
を
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
点
に
関
す
る
調
査
・
研
究
は
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
大
正
八
年
に
入
る
と
、
労
働
組
合
の
形
成
や
活
動
に
関
連
し
て
、
友
子
は
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
例
え
ば
、
三
井
鉱
山
の
『
砂
川
鉱
業
所
沿
革
史
』
は
、
友
子
「
組
合
は
、
労
務
管
理
上
特
二
注
目
サ
レ
タ
ル
ハ
、
大
（２） 
正八、九年労働組合運動熾烈ナリシ頃鈴木文治一派ノ友愛会ノ｜支柱トナリ、或ハ全国坑夫組ムロヲ形成セシ」と指
摘
し
、
友
子
が
、
労
働
組
合
運
動
に
大
き
く
係
わ
り
、
そ
れ
が
企
業
の
労
務
管
理
上
、
大
い
に
注
目
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（３） 
わたくしは、すでに明治時代における友子の労働組合化という問題を提起してある。小聿輌の課題は、大正期の友
子
の
実
態
と
構
造
を
解
明
す
る
と
い
う
一
般
的
な
課
題
を
果
た
す
た
め
の
一
作
業
と
し
て
、
大
正
期
の
友
子
が
、
こ
の
労
働
組
合
の
形
成
に
ど
の
よ
う
に
係
わ
っ
た
か
、
直
接
的
に
い
え
ば
、
友
子
が
労
働
組
合
に
ど
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
ど
の
程
度
転
化
し
て
い
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
幸
い
に
も
、
大
正
八
年
頃
の
若
干
の
資
料
は
、
僅
か
で
は
あ
る
が
、
わ
た
く
し
の
は
し
が
き
大正期における友子の労働組合化について362 （３） 
仮
説
を
証
明
し
て
く
れ
る
。
（１） 
全国坑夫組合は、大正八年九月に結成された。この特異な鉱夫の労働組合は、友子の労働組合化のテーマに１こつ
注（１）渡部徹「友愛会の組織の実態」、『人文学報』一七号、二四頁の表から集計した。
（２）三井鉱山稿本『砂川鉱業所沿革史」、’五頁。
（３）かつてわたくしは、「友子は、一定の状況の下で、目から鉱夫の待遇改善を目的意識的に目指すことによって、労働組
合に成長転化しようとすることもあった」と述べ、「このような友子の動き」を「友子の労働組合化」という概念をもち
いて理解することを提起した。なお友子の労働組合化の現象は、第一の形態としては、「鉱夫が、友子組織を基盤にした
り背景にしたりして、一時的に賃金や労働条件などの待遇改善のための闘争を行う場合である」。第二の形態としては、
｜時的にだが「鉱夫の待遇改善闘争に、友子組織が争議主体として直接現われてくる場合である」。わたくしは、前者を
消極的な友子の一時的な労働組合化、後者を友子の積極的な一時的な労働組合化と呼んだ。第三の形態としては、「友子
内の有力メンバーが、｜定の状況の下で、友子を母体として労働組合を組織しようとする場合である」。この傾向を「部
分的な友子の労働組合化」と呼んだ。第四の形態としては、「友子が、一定の状況の下で全体として労働組合としての活
動を目指すようになる場合である」。第三、第四の形態の友子の労働組合化をわたくしは、「友子の労働組合への成長転
化」と呼んだ。拙著『日本の伝統的労資関係ｌ友子制度史の研究」、三五一一一’五頁。
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二
村
一
夫
氏
は
、
こ
う
し
て
組
織
さ
れ
た
全
国
坑
夫
組
合
は
、
「
鉱
山
労
働
者
の
間
に
古
く
か
ら
存
在
し
た
自
主
的
共
済
組
織
で
あ
る
「
友
子
同
盟
』
を
手
が
か
り
に
し
て
組
織
化
を
企
て
」
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
「
友
子
同
盟
を
基
盤
に
組
織
化
を
す
す
め
よ
う
と
し
（３） 
た
」
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
全
国
坑
夫
組
合
を
、
友
子
を
「
手
が
か
り
に
し
て
組
織
」
し
よ
う
と
し
た
理
由
と
し
て
、
組
合
組
織
化
の
（４） 
中心的指導者であった佐野学が、「穏健な同職労働組〈ロ」を目指したことをあげている。
で
は
、
全
国
坑
夫
組
合
の
直
接
の
構
想
者
は
、
ど
の
よ
う
に
坑
夫
組
合
を
組
織
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
全
国
坑
夫
組
合
の
有
力
な
指
導
者
で
あ
っ
た
坂
口
義
治
は
、
後
に
回
顧
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
全
国
坑
夫
組
合
は
、
鉱
山
労
働
者
特
有
の
歴
史
精
神
た
る
『
坑
夫
山
中
友
子
交
際
』
の
友
交
精
神
よ
り
宣
伝
の
端
緒
を
得
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
論
此
『
坑
夫
山
中
友
子
交
際
』
な
る
も
の
は
徳
川
三
百
年
伝
来
の
坑
夫
間
の
歴
史
的
遺
風
に
し
て
、
他
の
労
働
者
間
に
見
る
こ
と
の
出
来
ざ
る
相
互
扶
助
及
び
自
治
の
大
精
神
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
今
日
の
新
社
会
に
於
て
全
く
旧
く
し
て
、
全
々
新
組
織
に
更
ふ
べ
き
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
組
合
は
当
時
左
の
如
き
五
大
事
業
の
完
成
を
旗
下
に
先
づ
、
此
『
友
子
交
際
』
（５） 
を
結
び
つ
け
旧
組
織
よ
り
新
組
織
へ
：
…
・
移
動
団
結
の
目
的
を
達
す
る
の
方
法
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
」
て最適の材料をわれわれに提供してくれる。ここでは、この組合についての二村一夫氏の研究を手がかりに、全国
坑
夫
組
合
と
友
子
の
関
係
を
見
て
い
き
た
い
。
（２） 
一一村氏の研究によれば、全国坑夫組ムロは、次のような事情で組織された。すなわち、足尾銅山の坑夫高島信次
は
、
大
正
八
年
初
め
に
友
愛
会
の
知
識
人
運
動
家
（
麻
生
久
、
佐
野
学
ら
）
と
相
談
し
て
、
鉱
夫
の
組
織
化
を
企
図
し
た
が
、
全
国
坑
夫
組
合
は
、
最
終
的
に
北
海
道
夕
張
の
坂
口
義
治
、
足
尾
銅
山
の
田
山
正
、
中
村
英
作
ら
の
鉱
夫
た
ち
と
、
当
時
の
社
会
運
動
家
の
佐
野
学
を
中
心
に
、
当
時
東
大
出
身
の
弁
護
士
河
合
栄
蔵
や
新
人
会
創
設
者
の
一
人
で
あ
っ
た
石
渡
春
雄
な
ど
の
イ
ン
テ
リ
た
ち
に
よ
っ
野学を中心に、
て組織された。
大正期における友子の労働組合化について360 （５） 
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（６） 
では、全国坑夫組合の「宣一一一一口書」、「趣意書」、「会則」を詳しく分析してみよう。坑夫組合の「盲一一一一一口書」では、ま
ず
坑
夫
の
同
職
組
合
の
設
立
を
企
図
し
、
「
労
働
者
の
団
結
は
先
ず
同
職
労
働
者
の
団
結
を
以
て
第
一
条
件
と
す
」
、
「
我
が
全
国
坑
夫
組
合
が
堅
く
会
員
を
坑
夫
に
限
る
所
以
也
」
と
主
張
し
て
い
る
。
す
で
に
わ
た
く
し
が
こ
れ
ま
で
強
調
し
て
き
た
よ
う
に
、
友
子
は
、
単
な
る
相
互
扶
助
や
共
済
組
合
で
は
な
く
、
労
働
組
合
に
至
ら
な
い
ク
ラ
フ
ト
・
ギ
ル
ド
的
な
鉱
夫
の
同
職
組
合
で
あ
っ
た
。
全
国
坑
夫
組
合
の
創
設
者
た
ち
は
、
明
治
時
代
の
坑
夫
の
労
働
組
合
創
設
者
と
同
様
に
、
こ
の
友
子
に
目
を
つ
け
て
、
友
子
を
統
合
し
て
労
働
組
合
に
再
編
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
図
は
、
「宣言書」の次の指摘でも明白である。
「全国坑夫組合は全日本の鉱山及炭山に労働する坑夫の総同盟也」、「全国坑夫組合は諸君の中央機関として生れ
た
り
」
と
。
こ
れ
は
、
鉱
夫
を
単
に
全
国
組
織
に
統
合
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
だ
け
の
よ
う
に
も
と
れ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
こ
の
よ
う
な
組
織
構
想
は
、
わ
た
く
し
に
い
わ
せ
れ
ば
、
単
に
友
子
を
「
手
が
か
り
」
に
組
合
を
組
織
す
る
と
い
う
、
二
村
氏
の
よ
う
な
表
現
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
「
友
子
同
盟
を
基
盤
に
組
織
化
」
を
す
す
め
た
と
い
う
表
現
も
、
友
子
の
役
割
を
十
分
に
評
価
し
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
わ
た
く
し
は
、
こ
の
方
針
は
、
基
本
的
に
各
地
の
鉱
山
の
友
子
を
統
合
し
て
労
働
組
合
に
改
編
し
て
い
こ
う
と
す
る
構
想
で
あ
っ
た
と
理
解
し
た
い
。
わ
た
く
し
の
言
い
方
で
は
、
友
子
を
労
働
組
合
に
成
長
転
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
、
二
村
氏
の
い
う
友
子
を
「
手
が
か
り
」
に
し
た
組
織
化
の
企
て
の
概
要
が
、
こ
こ
で
は
実
に
簡
潔
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
要
点
を
改
め
て
指
摘
す
れ
ば
、
｜
、
伝
統
的
な
友
子
の
精
神
を
宣
伝
の
端
緒
に
す
る
、
二
、
し
か
し
友
子
は
、
古
い
の
で
変
更
す
べ
き
で
あ
る
、
三
、
友
子
の
事
業
を
あ
る
程
度
引
き
継
ぐ
（
こ
れ
は
五
大
事
業
の
完
成
の
こ
と
）
、
四
、
友
子
を
統
合
し
て
新
組
織
に
再
編
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（６） 359 
うか。 「趣意書」は、
て
成
立
し
た
」
と
め
ら
れ
て
い
る
。
な
い
０ 
「趣意書」は、この点について次のように指摘している。「同職労働者の団体を作」るため「全国坑夫組合は此点
に鑑み、会員を坑夫に限り、而も日本の坑夫全部を会員とする組織をたてたのである」。
こ
こ
で
坑
夫
と
は
、
二
村
氏
の
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
友
子
た
ち
が
主
に
加
入
す
る
「
採
鉱
夫
」
だ
け
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
こ
こ
で
は
、
全
国
坑
夫
組
合
が
目
い
っ
ぱ
い
友
子
の
伝
統
を
賞
賛
し
、
友
子
の
坑
夫
に
訴
え
、
友
子
の
労
働
組
合
化
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
で
は
創
設
者
た
ち
が
、
同
職
組
合
を
組
織
す
る
と
言
う
と
き
、
組
合
員
の
加
入
資
格
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
で
あ
る
する。」
「趣意書」は続けて言う。
「
坑
夫
は
他
の
労
働
者
と
異
り
て
、
三
百
年
来
の
長
い
歴
史
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
互
に
助
け
合
う
と
こ
ろ
の
相
互
扶
助
の
大
精
神
が
他
の
何
れ
の
労
働
者
よ
り
も
発
達
し
て
い
る
。
ま
た
自
治
の
精
神
が
非
常
に
坑
夫
間
に
発
達
し
て
い
る
。
奉
願
帳
制
度
、
浪
人
、
山
中
箱
元
、
大
当
番
の
制
度
の
如
き
は
此
坑
夫
間
の
美
し
き
精
神
の
発
露
で
あ
る
。
…
…
前
に
述
べ
た
よ
う
に
労
働
者
は
自
己
の
地
位
を
高
め
る
た
め
に
団
結
を
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
其
団
結
も
相
互
扶
助
及
び
自
治
の
二
大
精
神
あ
り
て
こ
そ
最
も
完
全
に
為
し
遂
げ
ら
る
＆
の
で
あ
る
。
…
…
坑
夫
諸
君
は
今
後
、
益
々
此
二
大
精
神
を
発
揮
し
て
、
堅
き
団
結
を
作
り
、
他
の
労
働
者
階
級
を
鼓
舞
す
る
尊
き
氏
名
を
有
觜
「
わ
が
全
国
坑
夫
組
合
は
此
新
時
代
の
潮
流
に
従
ひ
、
全
国
友
子
諸
君
の
為
め
に
、
ま
た
他
の
労
働
者
の
先
駆
と
し
と明一一一一口している。これは、明らかに全国各地の友子を中央機関に統合したいという組織者の期待が込
大正期における友子の労働組合化について358 （７） 
が
、
坂
口
義
治
の
指
摘
‐
を
よ
く
示
し
て
く
れ
る
。
「趣意書」は、「全国坑夫組合は……全国友子譜君の為めに……成立した」と友子に呼びかけた後、全国坑夫組合
の活動として次のような「五大事業」を掲げている。
第一は、「共済」事業である。「趣意書」は、鉱山の危険な作業が「古くより奉願帳」を生んだが、しかしこれに
は
、
「
重
病
の
人
が
一
々
山
を
尋
ね
た
り
し
て
い
て
は
却
っ
て
病
気
を
重
く
」
し
た
り
、
「
小
さ
い
山
で
は
此
奉
願
帳
の
た
め
中
々
の
人
（７） 
く、鉱夫一般を指していることは明らかである。と一一一一口うのは、実際の組合員の構成を見ると、友子には絶対加入で
きなかった女性が組合員になっているし、友子に加入しなかった不熟練鉱夫も組合に加入していたからである。
「会則」第一一一章「会員権利義務」は、「正会員」として「本組合ノ主義理想並一一会則二賛同シタル全国各地ノ自坑
夫、渡り坑夫、村方坑夫及ピ坑上労働者」としている。自坑夫、渡り坑夫とは友子の二種の坑夫であり、要するに
友
子
鉱
夫
の
こ
と
で
あ
る
。
他
方
村
方
坑
夫
と
は
、
規
約
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
自
坑
夫
渡
り
坑
夫
以
外
ノ
坑
内
労
働
者
ヲ
調
う」。このように全国坑夫組合は、友子以外の坑内夫、坑外夫を組織しようとしていたことは明らかである。
そ
の
限
り
で
、
全
国
坑
夫
組
合
の
組
織
構
想
に
は
矛
盾
が
あ
る
。
一
方
で
は
、
友
子
を
重
視
し
て
、
友
子
を
基
礎
に
、
ま
た
は
友
子
を統合して労働組合とすることを構想しながら、他方では、女性や不熟練の鉱夫をも含めた鉱夫組合を構想してい
（８） 
る。前者を純化したものが、熟練坑夫の同職坑夫労働組〈口であるとすれば、鉱山に働く鉱夫全体を組織することを
目
指
せ
ば
、
産
業
別
の
鉱
夫
組
合
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
全
国
坑
夫
組
合
は
、
組
織
論
的
に
は
そ
の
中
間
に
位
置
し
た
矛
盾
し
（９） 
た
存
在
で
あ
っ
た
が
、
現
実
的
に
は
友
子
を
中
、
心
と
し
て
組
織
化
を
は
か
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
さ
て
全
国
坑
夫
組
合
は
、
組
合
活
動
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
構
想
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
の
解
明
は
、
全
国
坑
夫
組
合
が
、
坂
口
義
治
の
指
摘
し
た
よ
う
に
、
如
何
に
友
子
の
活
動
・
事
業
を
引
継
ぎ
、
そ
れ
を
看
板
に
し
て
友
子
を
再
編
し
よ
う
と
し
た
か
（８） 357 
障する。
「
会
則
」
の
「
第
二
章
本
組
合
の
事
業
」
の
「
共
済
部
」
の
と
こ
ろ
で
は
、
九
条
に
わ
た
っ
て
共
済
活
動
を
詳
し
く
規
定
し
、
前
記
の
こ
と
を
詳
し
く
証
明
し
て
い
る
。
そ
の
要
点
を
記
せ
ば
、
第
一
に
、
本
部
は
、
支
部
の
作
成
し
た
証
明
書
を
所
持
し
た
者
（
こ
れ
（、）
は
奉
願
帳
に
準
じ
た
も
の
）
に
医
療
収
容
等
完
全
な
保
護
を
こ
う
ず
る
・
こ
の
点
は
「
趣
意
聿
曰
」
に
記
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
第
二
に
、
本
組
合
に
加
入
し
な
い
鉱
山
の
友
子
が
、
作
成
し
た
奉
願
帳
を
所
持
せ
る
鉱
夫
に
た
い
し
て
は
、
本
部
の
保
護
は
与
え
な
い
。
た
だ
し
「
平
浪
人
」
と
し
て
交
際
は
す
る
。
前
者
は
、
友
子
が
友
子
か
ら
脱
し
て
労
働
組
合
に
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示し、また後者は、労働組合に成長した友子が、古い友子の慣習を維持しようとしていることを示して興味深い。
第
三
に
、
被
収
容
者
が
死
亡
し
た
時
は
、
本
人
の
郷
里
、
ま
た
は
支
部
に
通
知
し
、
遺
骨
受
取
人
に
送
付
す
る
か
、
受
取
人
の
な
い
場
合
は
本
部
が
埋
葬
す
る
。
第
四
に
、
本
組
合
員
が
死
亡
し
妻
子
の
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、
本
部
に
収
容
し
て
適
当
な
職
を
保
費
が
か
か
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
そ
こ
で
我
が
全
国
坑
夫
組
合
で
は
本
組
合
に
加
盟
し
た
山
で
作
っ
た
証
明
書
を
持
参
す
る
重
病
人
は
本
部
で
引
受
け
完
全
な
収
容
と
保
護
と
に
任
じ
る
」
と
。
「
其
証
明
書
は
旧
慣
上
、
奉
願
帳
や
寄
付
帳
の
形
式
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
軽
微
の
病
人
ま
で
一
々
引
受
け
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
旧
慣
に
従
ひ
発
病
地
に
て
治
療
を
加
ふ
る
も
全
治
せ
ざ
る
者
に
限
る
」
と
。
こ
こ
で
は
、
友
子
の
奉
願
帳
制
度
の
欠
陥
を
指
摘
し
、
奉
願
帳
制
度
に
基
づ
き
、
重
病
人
を
本
部
で
世
話
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
労
働
組
合
が
、
友
子
の
共
済
制
度
の
一
部
を
労
働
組
合
の
共
済
制
度
に
組
入
れ
、
し
か
も
そ
の
欠
点
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
画
期
的
な
提
案
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
労
働
組
合
が
、
活
動
の
面
で
も
友
子
を
労
働
組
合
化
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
如
実
に
示
す
も
の
で
ある。以上
の
よ
う
に
、
全
国
坑
夫
組
合
の
共
済
活
動
の
構
想
は
、
非
常
に
興
味
深
い
。
し
か
し
一
一
村
氏
が
分
析
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
（、）
構
想
は
、
全
体
と
し
て
実
行
さ
れ
た
気
配
は
な
い
。
し
か
し
、
わ
た
く
し
は
、
こ
の
構
想
を
高
く
評
価
し
た
い
。
‐
と
い
う
の
は
、
全
国
、
ｊ
Ⅲ坑夫組合が、もし一一万名とか一一一万名とかの多数の鉱夫を組織出来たとすれば、本部による重病人の保護（恐らく病
院
の
経
営
に
ま
で
い
く
と
思
わ
れ
る
）
や
遺
族
の
た
め
の
職
業
紹
介
な
ど
も
可
能
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
全
国
坑
夫
組
合
は
、
思
っ
た
ほ
ど
発
展
し
な
か
っ
た
。
た
だ
こ
こ
で
確
認
し
た
い
こ
と
は
、
全
国
坑
夫
組
合
は
、
友
子
を
組
て織化するために、友子の伝統的な共済活動に注目し、それを引継ぎ、発展させようとしたことである。
ゴ第二の事業は、法律部の活動である。これは、会員の法的権利を守り、災害などに法的な処置をはかろうとする
｝」
伯ものである。これは、友子‐とは特に関係のないことである。
鵬第三の事業は、「職業紹介」事業である・これは、第一に「各鉱山卜連絡ヲトリ平素労働調査ヲ行上失業シタル
胸会員二対シ無料ニテ新雇用者ヲ紹介」することである。第一一に、「失業シタル会員二」対し新しい就職先への「旅
の好費ヲ支給」することを「期ス」、また第一一一に、「失業シタル会員二対シ失業手当金ヲ支出」することを「期ス」とあ
る
る
。
後
の
一
一
項
は
、
将
来
の
希
望
を
表
し
て
い
る
。
片Ｕぉこれらの職業紹介の活動は、従来の友子がやってきたこ‐とであって、全国坑夫組合が行うとしても、驚くにあた
に刷らない。既にわたくしが詳しく分析したように、友子の鉱夫浪人、一宿一飯、浪人への附く口料の給付、賎別などの
大制度・慣行は、鉱夫の移動を保障し、職業紹介機能を果たしてきた・友子は、直接に失業手当制度を持ってはいな
か
っ
た
が
、
失
業
中
の
移
動
期
間
、
各
鉱
山
の
友
子
を
頼
っ
て
何
と
か
生
活
出
来
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
失
業
手
当
の
創
設
は
、
そ
う
し
た
友
子
の
共
済
制
度
を
一
層
近
代
的
な
レ
ベ
ル
に
高
め
よ
う
と
し
た
も
の
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
６
第
四
の
事
業
は
、
労
働
争
議
の
調
停
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
労
働
組
合
が
、
争
議
主
体
で
あ
る
よ
り
、
仲
介
者
と
し
て
争
議
に
３
 
５
 
係
わ
ろ
う
と
し
た
性
格
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
直
接
友
子
と
は
関
係
が
な
い
｝
」
と
で
あ
る
。
355 (１０） 
第五の事業は、「教育」である。「宣一一一一口」は、「全坑夫階級の地位と知識と技術との向上のために……五大事業」
を
行
う
と
指
摘
し
て
い
る
。
鉱
夫
の
労
働
組
合
が
、
そ
う
し
た
鉱
夫
教
育
に
関
心
を
示
し
た
こ
と
に
ま
ず
注
目
し
て
お
き
た
い
。
し
か
し「趣意書」でも「会則」でも「教育」事業としては、一般に会員の自覚とか坑夫の子弟の普通教育や高等教育の
助
成
を
う
た
っ
て
い
る
だ
け
で
、
特
に
坑
夫
の
技
能
教
育
を
強
調
し
て
い
な
い
。
全国坑夫組合が、友子の労働組合化をはかり、同職労働組合を目指したにもかかわらず、坑夫の技能教育、熟練
教育に関心を示さなかったのは、わたくしには、少々理解し難い。それは、組合の構想者たちが、大正八年にはも
は
や
友
子
が
鉱
夫
の
技
能
養
成
機
能
を
全
く
待
た
な
く
て
よ
い
、
あ
る
い
は
全
く
失
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
考
え
て
い
た
か
ら
な
の
だ
ろ
うか。当時鉱夫の技能教育が不要だったわけではない。現に鉱業所は、友子とは別に、鉱夫の機能教育に取り組ん
で
い
る
。
全
国
坑
夫
組
合
が
、
少
な
く
と
も
友
子
の
熟
練
鉱
夫
を
中
心
に
し
た
同
職
労
働
組
合
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
組
合
に
よ
る
鉱
夫
の
特
別
な
技
能
教
育
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
べ
き
方
針
を
示
す
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
全
国
坑
夫
組
合
が
、
こ
う
し
た
友
子
の
一
般
的
な
教
育
機
能
を
引
き
継
ご
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
組
合
が
友
子
の
労
働
組
合
化
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
た
事
を
示
す
も
の
と
理
解
し
た
い
。
以上のように、全国坑夫組合の活動は、友子的な活動を継承しようとしており、その限りでこの労働組合が、友
子
を
組
合
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
更に、この組合の支部組織と友子の関係を見てみよう。支部規定は、「旧称山中箱元ハ支部長二大当番ハ幹事長
二
当
番
頭
ハ
幹
事
二
変
更
ス
」
と
し
、
さ
ら
に
「
但
シ
便
宜
上
強
ヒ
テ
是
一
一
依
ル
ヲ
要
セ
ズ
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
は
、
組
合
の
構
想
者
が
、
如
何
に
率
直
に
友
子
を
労
働
組
合
に
転
化
し
よ
う
と
し
た
か
を
実
に
よ
く
示
し
て
い
る
。
また友子の最も重要な活動の一つである取立制度についてみよう。「会則」の支部に関する規約は、「坑夫取立ノ
大正期における友子の労働組合化について (〃）354 
し
か
し
問
題
は
、
こ
う
し
た
方
針
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
実
践
さ
れ
、
そ
の
際
に
労
働
組
合
と
友
子
が
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
っ
た
か
で
あ
る
。
次
に
わ
れ
わ
れ
は
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
、
そ
し
て
少
な
い
資
料
を
も
と
に
で
は
あ
る
が
、
全
国
坑
夫
組
合
支
部
と
友
子
の関係を具体的にみることにしたい。
した。 以上
、
簡
単
に
全
国
坑
夫
組
合
の
方
針
を
み
て
き
た
が
、
こ
の
鉱
夫
労
働
組
合
が
、
他
の
友
愛
会
鉱
山
部
、
大
日
本
鉱
山
労
働
同
盟
と
違
っ
て
、
組
織
基
盤
を
友
子
に
置
き
、
か
つ
友
子
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
組
織
化
を
は
か
ろ
う
と
し
た
特
異
な
存
在
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
友
子
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
友
子
が
一
定
の
状
況
の
も
と
で
、
労
働
組
合
に
成
長
転
化
す
る
こ
と
を
意
味
際
ハ
一
カ
月
以
前
一
一
本
部
へ
通
知
シ
取
立
ノ
後
ハ
免
状
一
部
ヲ
本
部
二
送
付
ス
ヘ
シ
」
（
第
六
十
三
条
）
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
組合が、友子の取立制度を継承し、維持しようとしたことを示している。また支部は、「土地ノ状況別交際ノ事情
一
一
依
り
本
部
へ
送
付
ス
ヘ
キ
会
費
額
以
外
ノ
会
費
ヲ
徴
収
」
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
労
働
組
合
支
部
が
、
支
部
に
関
連
し
て
い
る
友
子
の
活
動
費
を
独
自
に
認
め
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
全
国
坑
夫
組
合
は
、
友
子
を
統
合
し
な
が
ら
、
従
来
の
友
子
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
配
慮
を
示
し
て
い
る
。
支
部
に
関
す
る
規
定
は
鶏
あ
た
か
も
全
国
坑
夫
組
合
の
支
部
が
、
実
に
友
子
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
と
の
理
解
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
て
い
る
。
注（１）全国坑夫組合の形成と活動については、すでに一一村一夫氏の優れた研究「全国坑夫組合の組織と活動（一）Ｉ（三）」（法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
『
資
料
室
報
』
ｚ
・
」
①
Ｐ
田
Ｐ
屋
⑰
）
が
あ
る
。
拙
論
は
、
こ
の
研
究
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
し
か
し
全
国
坑
夫
組
合
と
友
子
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
わ
た
く
し
と
二
村
氏
と
は
か
な
り
違
っ
て
い
る
。
両
者
の
相
違
点
に
つ
い
て
は
、
行
論
(１２） 353 
の
な
か
で
指
摘
し
た
い
。
（
２
）
前
掲
二
村
論
文
（
二
を
参
照
。
（
３
）
前
掲
二
村
論
文
（
一
）
、
二
頁
、
一
一
頁
。
な
お
二
村
氏
が
、
友
子
を
「
自
主
的
共
済
組
合
」
と
捉
え
て
い
る
こ
と
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
著
で
指
摘
し
て
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。
（４）前掲二村論文（｜）、一四頁。
（
５
）
坂
口
義
治
「
北
海
道
礦
山
労
働
運
動
の
過
去
及
現
在
」
、
「
労
働
同
盟
』
大
正
二
年
四
月
号
。
こ
こ
で
は
『
総
同
盟
五
十
年
史
』
所
収
、
一
一一九三’四頁による。
（６）これらの資料は、大原社研に所蔵されている。内容については、前掲二村論文（二）を参照されたい。
（
７
）
前
掲
二
村
論
文
二
）
、
九
頁
。
（
８
）
イ
ギ
リ
ス
の
一
九
世
紀
前
半
期
の
炭
鉱
夫
の
労
働
組
合
は
、
友
子
の
よ
う
な
ブ
ラ
ザ
ー
リ
ン
グ
ス
と
い
う
同
職
組
合
を
統
合
し
て
組
織
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
は
、
熟
練
鉱
夫
の
労
働
組
合
と
し
て
不
熟
練
鉱
夫
の
加
盟
を
強
く
制
限
し
た
。
そ
の
後
の
炭
鉱
夫
の
組
合
は
、
産
業
別
労
働
組
合
と
し
て
不
熟
練
鉱
夫
の
加
盟
を
認
め
る
よ
う
に
な
る
。
拙
稿
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
炭
坑
夫
の
初
期
友
愛
協
会
」
、
お
よ
び「イングランド北部における炭坑夫の初期友愛協会」、『経済志林」五六の三、四の両号におけるブラザーリングスの労
働
組
合
へ
の
転
化
の
節
を
参
照
。
（
９
）
鉱
山
経
営
者
連
盟
編
「
鉱
山
労
働
運
動
史
」
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
全
国
坑
夫
組
合
は
「
元
足
尾
鉱
山
鉱
夫
田
山
正
等
の
奔
走
に
よ
り
成
立
し
た
組
合
で
鉱
山
労
働
者
中
の
『
交
際
坑
夫
」
の
み
を
以
て
組
織
せ
ら
れ
た
会
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
六
二
頁
。
（
、
）
な
お
、
全
国
坑
夫
組
合
は
、
独
自
の
奉
願
帳
を
発
行
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
総
連
合
の
機
関
誌
『
鉱
山
労
働
者
』
に
は
、
「
旧
全
国
坑
夫
組
合
員
桜
田
虎
市
氏
奉
願
帳
持
参
来
訪
當
本
部
は
直
接
救
済
す
る
規
定
な
く
本
部
は
之
を
地
方
聯
合
会
及
支
部
の
自
治
に
任
ぜ
り
の
故
を
以
て野村個人として金五十銭寄付せり）（第二巻第一号、一三頁）とあり、大正九年に全国坑夫組合時代に発行された奉願
帳
を
も
っ
た
鉱
夫
が
、
鉱
夫
総
連
合
本
部
事
務
所
に
尋
ね
て
き
た
と
記
し
て
い
る
。
（
ｕ
）
全
国
坑
夫
組
合
が
取
立
を
行
っ
た
こ
と
は
、
千
代
田
炭
坑
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
論
ず
る
。
大正期における友子の労働組合化について352 (１３） 
ａ
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
の
労
働
組
合
化
足
尾
銅
山
は
、
全
国
坑
夫
組
合
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、
か
つ
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
全
国
坑
夫
組
合
の
創
設
者
た
ち
は
、
足
尾
銅
（１） 
山の坑夫の高島信次、田山正、中村英作たちと一一一一口われている。すでにみた全国坑夫組合の構想に基づいて、足尾銅
山
で
ど
の
よ
う
に
坑
夫
組
合
の
支
部
が
組
織
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
友
子
が
ど
の
よ
う
に
坑
夫
組
合
に
成
長
転
化
し
て
い
っ
た
か
、
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
十
分
な
資
料
が
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
足
尾
銅
山
の
全
国
坑
夫
組
合
支
部
が
、
必
ず
し
も
十
分
な
成
功
を
お
さ
め
る
こ
と
が
出
来
ず
、
む
し
ろ
大
日
本
鉱
山
労
働
同
盟
会
の
成
功
の
蔭
に
か
く
れ
た
少
数
派
と
な
り
、
殆
ん
ど
注
目
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
限
ら
れ
た
資
料
を
も
と
に
、
若
干
の
分
析
を
行
い
た
い
。
足
尾
銅
山
で
全
国
坑
夫
組
合
の
支
部
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
大
正
八
年
一
○
月
七
日
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
大
正
八
年
六
月
一
曰
に
友
愛
会
足
尾
支
部
が
組
織
さ
れ
て
い
た
。
友
愛
会
支
部
は
、
鉱
業
所
も
弾
圧
す
る
こ
と
な
く
「
靜
カ
ニ
不
断
監
視
」
を
す
る
穏
健
な
鉱
夫
か
ら
な
り
、
設
立
当
初
は
本
山
坑
の
鉱
夫
を
中
心
に
会
員
数
一
五
○
名
く
ら
い
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
更
に
九
月
一
日
に
は
、
大
日
本
鉱
山
労
働
同
盟
会
が
組
織
さ
れ
て
い
た
。
各
労
働
組
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
展
開
し
、
組
織
の
拡
大
を
は
か
っ
た
が
、
（２） 
運動の大勢は、大日本鉱山労働同盟〈云によって占められた。
大正九年三月の資料によれば、従業員約九○○○名中組合員の数は、友愛会足尾支部一一○○名、労働同盟会約五
（３） 
○
○
○
名
、
全
国
坑
夫
組
合
足
尾
支
部
七
五
○
名
で
あ
っ
た
。
全
国
坑
夫
組
ム
ロ
は
、
明
ら
か
に
少
数
派
に
と
ど
ま
っ
た
。
結
論
か
ら
い
えば、足尾銅山では、友子を全体として全国坑夫組合の支部に獲得することが、できなかったということである。
２
各
鉱
山
・
炭
鉱
に
お
け
る
友
子
の
全
国
坑
夫
組
合
支
部
へ
の
成
長
転
化
351 (１４） 
松
葉
は
、
は
じ
め
は
「
足
尾
労
働
組
合
」
の
名
称
で
組
織
活
動
を
開
始
し
、
八
○
人
ほ
ど
の
鉱
夫
を
組
織
し
、
八
月
一
六
日
の
演
説
会
を
皮
切
り
に
、
大
胆
に
か
つ
公
然
と
運
動
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
九
月
一
日
に
「
大
日
本
鉱
山
労
働
同
盟
会
」
を
設
立
し
た
。
会
の
顧
問
に
は
、
娘
婿
の
弁
護
士
綱
島
正
興
を
お
き
、
活
発
に
活
動
を
行
っ
た
。
飯
場
頭
時
代
を
悔
い
て
、
鉱
夫
の
自
覚
を
説
き
、
「
労
働
者
の
地
位
の
向
上
と
生
活
条
件
の
改
善
」
の
た
め
に
労
働
組
合
に
「
団
結
」
せ
よ
、
と
田
中
正
蔵
を
き
ど
っ
て
呼
び
か
け
る
松
葉
鰹
寿
（５） 
を
、
足
尾
銅
山
の
鉱
夫
た
ち
は
熱
狂
的
に
支
持
し
始
め
た
。
明
治
四
○
年
以
来
沈
黙
を
守
っ
て
き
た
足
尾
銅
山
の
鉱
夫
た
ち
は
、
一
斉
に
立
ち
あ
が
っ
た
。
松
葉
を
先
頭
に
、
鉱
山
労
働
同
盟
会
は
、
公
然
と
演
説
会
を
開
き
、
賃
金
の
五
割
増
し
、
八
時
間
労
働
、
同
盟
役
員
の
承
認
な
ど
三
○
カ
条
の
要
求
を
つ
く
り
、
鉱
業
所
に
提
出
し
た
。
鉱
業
所
は
、
当
所
部
分
的
に
組
合
の
要
求
に
妥
協
し
つ
つ
も
、
次
第
に
強
硬
な
態
度
に
で
、
八
年
二
月
二
○
日
に
合
理
化のために四○○名弱の従業員の解雇を発表し、あわせてそこに組合活動家の解一厘を含めた。
当時友子の会員数は約一一一○○○名ほどだったから、全国坑夫組合は、友子だけを組織していたとすれば、友子の二
五
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
組
織
し
え
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ここで二つの問題が提起される。一つは、この時期に足尾銅山の友子は、どうしていたのかという問題であり、
もう一つは、そもそも大日本労働同盟会は何故かくも多数の鉱夫を組織しえたのか、という問題である。
後者の問題から始めよう。この点についてのわたくしの考えは、以下の通りである。鉱山労働同盟会の最高指導
者は、松葉鰹寿であった。彼は、中学をでて東京で巡査をやったことがあり、明治四○年の争議の時には、稲荷組
と
い
う
雑
夫
飯
場
の
飯
場
頭
で
あ
り
、
会
社
側
に
立
っ
て
争
議
を
抑
え
る
立
場
を
取
っ
て
い
た
。
そ
の
彼
は
、
大
正
六
年
一
二
月
に
飯
場
頭
を
や
め
て
一
時
足
尾
銅
山
を
離
れ
、
八
年
七
月
中
旬
に
再
び
足
尾
銅
山
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
過
去
を
悔
い
鉱
夫
に
同
情
す
る
労
働
（４） 
運
動
家
に
な
っ
て
い
た
。
大正期における友子の労働組合化について (１５） 350 
こ
れ
に
激
昂
し
た
鉱
夫
た
ち
は
、
解
雇
手
当
の
増
額
を
要
求
し
、
就
業
を
中
止
し
て
部
分
ス
ト
を
行
い
、
同
盟
会
を
つ
き
あ
げ
て
いった。同盟会は、当初積極的な方針を出しそびれていたが、「飯場制度の撤廃」と「最低賃金一日八十銭支給」
の
二
要
求
を
改
め
て
提
起
し
た
。
日
頃
飯
場
制
度
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
鉱
夫
た
ち
は
、
鉱
業
所
に
押
し
寄
せ
て
、
会
社
の
回
答
を
迫った。しかし会社側は回答を拒んだため、同盟会は、鉱夫たちが当時飯場坑夫組合の組合長となっていた飯場頭
の
も
と
に
行
っ
て
、
役
員
の
辞
職
を
要
求
す
る
運
動
を
支
持
し
た
。
こ
う
し
て
一
一
月
の
末
に
は
、
鉱
夫
た
ち
は
、
事
実
上
ス
ト
ラ
イ
キ状態に入り、就業者はわずかに一一一○○名にすぎなかったと言われるほどになった。
会
社
側
は
、
幹
部
レ
ベ
ル
で
飯
場
制
度
の
撤
廃
を
認
め
た
の
で
、
一
部
要
求
の
実
現
に
気
を
よ
く
し
た
鉱
夫
大
衆
は
、
気
勢
を
あ
げ
、
反
抗
的
な
姿
勢
を
強
め
た
。
し
か
し
二
月
二
八
曰
に
松
葉
、
綱
島
ら
の
同
盟
会
幹
部
数
名
が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
を
聞
き
つ
け
た
鉱
夫
た
ち
は
、
激
怒
し
、
同
盟
会
へ
の
加
入
者
が
激
増
し
た
。
こ
う
し
て
同
盟
会
を
中
心
と
す
る
労
働
組
合
に
押
さ
れ
て
、
鉱
業
所
は
、
飯
場
制
度
の
撤
廃
を
は
じ
め
同
盟
会
の
要
求
を
入
れ
、
争
議
は
終
息
し
、
同
盟
会
は
足
尾
銅
山
に
限
ら
ず
全
国
的
に
名
を
は
せ
る
（６） 
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
争
議
は
、
鉱
山
労
働
同
盟
会
を
多
数
派
に
し
た
。
他
方
友
愛
会
支
部
も
全
国
坑
夫
組
合
も
少
数
派
に
と
ど
ま
っ
た
。
労
働
同
盟
会
が
、
足
尾
銅
山
で
多
数
派
に
な
っ
た
の
は
、
松
葉
の
カ
リ
ス
マ
的
な
存
在
が
プ
ラ
ス
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
友
子
の
中
心
勢
力
で
あ
る
採
鉱
夫
だ
け
に
依
拠
す
る
こ
と
な
く
、
鉱
山
の
近
代
化に対応して生まれてきた精錬夫や運搬夫、機械職工、さらに雑夫などを広範に組織し、待遇改善の要求を大胆に
提
起
し
、
争
議
を
積
極
的
に
行
う
戦
術
が
功
を
そ
う
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
特
に
全
国
坑
夫
組
合
が
少
数
派
に
と
（７） 
ど
ま
っ
た
原
因
は
、
全
体
的
に
穏
健
を
標
貌
し
、
組
合
費
の
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
を
飯
場
会
計
に
頼
っ
て
い
た
り
、
友
子
の
中
心
で
あ
る
採
鉱
夫
に
大
き
く
依
存
し
、
積
極
的
に
待
遇
改
善
に
取
り
組
ま
ず
、
む
し
ろ
労
働
同
盟
会
の
争
議
に
た
い
し
て
は
傍
観
的
だ
っ
た
こ
と
（８） 
が
、
高
揚
し
て
い
る
争
議
の
中
で
は
、
鉱
夫
の
人
気
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
(１６） 349 
も
う
一
つ
の
問
題
を
見
て
み
よ
う
。
す
で
に
論
じ
て
あ
る
よ
う
に
、
足
尾
銅
山
の
友
子
は
、
明
治
四
○
年
の
争
議
に
お
い
て
、
自
立
化
し
労
働
組
合
に
同
調
し
て
自
ら
要
求
を
会
社
側
に
提
出
し
た
。
こ
う
し
た
友
子
の
労
働
組
合
化
に
た
い
し
て
、
鉱
業
所
は
、
大
い
に
危
険
を
感
じ
、
友
子
を
改
編
し
て
飯
場
制
度
の
中
に
押
し
込
め
た
。
い
わ
ば
友
子
の
民
主
的
な
側
面
で
あ
る
山
中
委
員
制
度
を
解
体
し
、
友
子
の
最
高
責
任
者
を
鉱
業
所
の
任
命
す
る
飯
場
頭
の
管
理
の
も
と
に
お
い
た
の
で
あ
る
。
大
正
八
年
に
労
働
組
合
が
組
織
さ
れ
始
め
た
時
期
に
は
、
足
尾
銅
山
の
友
子
は
企
業
内
化
さ
れ
て
、
著
し
く
自
立
性
と
民
主
的
側
面
を
失
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
全
国
坑
夫
組
合
の
よ
う
に
、
友
子
を
組
織
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
足
尾
銅
山
に
お
い
て
は
箸
（９） 
しく不利であったと一一一一口わなければならない。
し
か
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
友
子
が
全
く
無
力
化
し
、
友
子
に
加
盟
す
る
鉱
夫
が
無
気
力
化
し
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
の
大
争
議
の
過
程
で
、
友
子
は
、
再
び
活
性
化
し
友
子
の
自
立
化
・
民
主
化
を
も
と
め
る
動
き
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
大
正
八
年
九
月
の
争
議
下
に
飯
場
鉱
夫
組
合
の
評
議
員
（
以
前
の
山
中
委
員
）
の
選
挙
に
際
し
て
、
友
子
鉱
夫
た
ち
は
、
選
挙
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
り
、
投
票
し
て
も
白
票
を
投
じ
た
り
し
て
、
労
働
同
盟
会
に
支
持
を
間
接
的
に
示
（皿）
している。大正八年争議の下では、明治四○年争議の時のように、友子は、飯場鉱夫組〈口に包摂されてしまったた
め
に
、
組
織
的
に
組
合
に
同
調
し
た
り
、
独
自
に
要
求
を
提
出
し
た
り
し
て
、
労
働
組
合
化
の
傾
向
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
友
子
に
属
す
る
鉱
夫
た
ち
は
、
労
働
同
盟
会
を
は
じ
め
他
の
労
働
組
合
に
大
量
に
加
盟
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
だ
か
ら
足
尾
の
友
子
は
、
労
働
組
合
化
の
可
能
性
を
あ
る
程
度
保
持
し
て
い
た
と
評
価
で
き
る
。
そ
し
て
大
正
九
年
に
鉱
業
所
に
山
中
委
員
（ｕ） 
の
制
度
の
復
活
を
認
め
さ
せ
て
、
友
子
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
一
不
し
た
。
ま
た
大
日
本
鉱
山
労
働
同
盟
会
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
足
尾
銅
山
の
全
鉱
夫
九
○
○
○
名
の
半
数
以
上
五
○
○
○
名
を
組
織
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
友
子
鉱
夫
の
多
数
（
少
な
く
と
も
二
○
○
○
名
近
く
）
を
組
織
し
た
で
あ
ろ
う
。
大
量
の
友
子
鉱
夫
が
、
労
働
同
盟
会
側
大正期における友子の労働組合化について (１７） 348 
以
上
の
よ
う
に
全
国
坑
夫
組
合
の
足
尾
支
部
は
、
大
曰
本
鉱
山
労
働
同
盟
会
の
蔭
に
隠
れ
て
大
き
な
活
動
と
組
織
化
に
成
功
し
な
か
っ
た
。
な
お
最
後
に
全
国
坑
夫
組
合
の
足
尾
銅
山
支
部
は
、
大
正
九
年
に
鉱
夫
組
合
三
派
が
合
同
し
て
鉱
夫
組
合
総
連
合
を
組
織
し
た
際
に
こ
れ
に
反
対
し
て
、
三
派
連
合
に
参
加
せ
ず
、
全
国
坑
夫
組
合
足
尾
支
部
を
維
持
し
た
。
こ
の
事
実
は
、
足
尾
銅
山
の
全
国
坑
夫
組
合
支
部
の
一
部
の
鉱
夫
た
ち
が
、
伝
統
的
な
友
子
の
立
場
を
主
張
し
て
、
友
子
の
一
部
ひ
い
て
は
鉱
夫
の
一
部
が
戦
闘
的
で
左
翼
的な労働組合運動に反対したことを意味する。
今
こ
こ
に
全
国
坑
夫
組
合
足
尾
支
部
が
、
全
国
の
友
子
に
向
け
て
発
送
し
た
大
正
九
年
一
○
月
付
の
回
章
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
前
記
の点を明確に証明している。長文をかえりみず全文を引用しておこう。
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
白
雲
の
空
、
雁
は
南
に
帰
り
、
紅
葉
の
下
、
鹿
は
友
を
恋
ふ
晩
秋
の
候
と
な
り
ま
し
た
。
御
地
友
子
諸
君
愈
々
御
清
栄
の
由
珍
重
至
極
に
存
じ
ま
す
。
当
山
中
一
同
無
事
は
ば
か
り
な
が
ら
御
安
心
下
さ
れ
た
し
。
借
全
国
坑
夫
組
合
の
儀
御
承
知
の
通
り
先
般
来
友
愛
会
砿
山
部
と
合
同
致
し
ま
し
て
全
日
本
坑
夫
総
連
合
と
相
成
り
其
上
に
て
友
愛
会
の
加
盟
し
て
了
ふ
た
の
は
残
念
至
極
の
成
行
き
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
私
共
は
創
立
の
当
初
か
ら
、
其
の
性
質
に
於
て
も
、
其
々
相
違
の
点
も
あ
り
今
更
ら
合
同
し
て
行
動
し
難
き
事
情
が
あ
り
ま
し
て
、
矢
張
り
成
立
当
初
の
心
意
気
を
其
促
祖
先
伝
統
の
坑
夫
精
神
に
よ
る
堅
固
な
る
全
国
坑
夫
組
合
の
名
の
舌
に
一
貫
団
結
し
て
行
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
其
れ
で
当
足
尾
に
於
て
は
本
山
は
も
ち
論
、
小
滝
通
洞
も
こ
と
ご
と
く
其
協
定
が
出
来
ま
し
て
発
会
式
も
既
に
済
み
今
後
の
運
動
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
全
国
各
地
の
坑
夫
諸
君
に
於
て
も
私
共
と
同
感
の
人
達
も
多
く
其
意
を
通
じ
て
来
た
人
も
あ
り
ま
す
の
で
、
私
共
も
組
織
的
に
起
「謹啓
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つ
事
に
な
り
ま
し
た
。
本
部
は
、
東
京
市
麹
町
区
内
幸
町
一
丁
目
五
番
地
に
置
き
、
全
国
的
に
団
結
を
形
成
す
る
気
運
に
な
り
ま
し
事
を
葱
に
御
報
告
申
上
げ
ま
す
。
親
愛
な
る
御
地
友
子
諸
君
、
現
在
の
労
働
界
の
情
勢
に
考
へ
其
の
実
相
を
見
れ
ば
、
私
共
は
従
来
多
く
の
野
心
家
に
売
ら
れ
た
り
、
学
者
の
足
場
に
さ
れ
た
り
し
て
、
苦
い
経
験
を
嘗
め
ま
し
た
。
私
共
は
今
少
し
く
健
実
に
そ
し
て
自
主
的
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
と
恩
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
私
共
の
意
思
に
共
鳴
さ
れ
よ
、
友
子
同
志
自
主
的
に
互
に
手
を
握
り
合
ふ
て
進
み
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
幸
に
私
共
の
意
の
あ
る
処
を
諒
と
せ
ら
れ
、
進
ん
で
入
会
さ
れ
る
の
を
御
勧
誘
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
際
相
成
る
可
く
団
体
に
て
御
申
込
を
願
い
ま
す
。
本
部
は
諸
君
の
為
め
に
趣
意
書
及
規
則
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
御
紹
介
次
第
何
時
に
て
も
御
送
り
致
し
ま
す
。
終
り
に
臨
ん
で
諸
賢
の
健
康
を
祈
り
ま
す
。
大
正
九
年
十
月
多
々
不
宣
栃
木
県
上
都
賀
郡
足
尾
町
赤
倉
全
国
坑
夫
組
合
足
尾
支
部
友
子
各
位
御
中
〆－，
１２ 
、－〆
Ｌ＿ 
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従
っ
て
全
国
坑
夫
組
合
は
、
友
子
の
労
働
組
合
化
で
あ
り
、
友
子
を
労
働
組
合
に
転
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
自
体
労
働
組
合
と
し
て
十
分
な
成
功
を
え
る
に
は
、
組
織
論
的
に
欠
陥
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
わ
た
く
し
に
言
わ
し
む
る
な
ら
ば
、
友
子
の
労
働
組
合
化
の
可
能
性
は
、
明
治
後
期
に
最
大
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
最
後
に
全
国
坑
夫
組
合
と
大
日
本
鉱
山
労
働
同
盟
の
組
織
論
の
相
違
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
労
働
同
盟
会
は
、
足
尾
銅
山
を
中
心
に
し
た
組
織
で
あ
り
、
事
実
上
本
部
組
織
を
も
つ
に
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
中
心
的
な
指
導
者
は
、
全
国
坑
夫
組
合
と
違
っ
て
、
友
子
と
は
関
係
の
な
い
元
雑
夫
飯
場
の
飯
場
頭
で
あ
り
、
か
つ
元
警
察
官
と
い
う
特
異
な
人
物
で
あ
り
、
同
会
の
組
織
方
針
で
も
明
快
に
「
本
会
ハ
各
種
鉱
山
労
働
二
従
事
ス
ル
全
テ
ノ
男
女
エ
ヲ
以
テ
組
織
ス
」
と
規
定
し
、
友
子
の
精
神
と
か
伝
統
と
か
に（Ｍ） 
全く一一一己及していない。「団体ノ結束」を重視しているが、友子の好んで使う「自治」という一一一一口葉さえ使っていない。
明
ら
か
に
労
働
同
盟
会
は
、
採
鉱
夫
に
限
ら
ず
、
各
種
の
職
種
、
精
錬
工
、
機
械
職
工
、
坑
内
外
運
搬
夫
、
女
性
や
不
熟
練
労
働
者
を
積
極
的
に
含
む
産
業
別
の
鉱
山
労
働
組
合
で
あ
っ
た
。
実
際
に
労
働
同
盟
会
は
、
足
尾
銅
山
の
全
鉱
夫
九
○
○
○
名
の
う
ち
の
半
数
以
上
を
組
織
し
て
い
た
し
、
坑
内
採
鉱
夫
三
○
○
○
名
を
遥
か
に
超
え
て
各
種
の
鉱
夫
を
組
織
し
た
。
従
っ
て
勢
力
も
急
増
し
た
し
、
そ
れ
故
威
力
、
迫
力
も
あ
っ
た
わ
け
で
、
一
層
鉱
夫
全
体
の
人
気
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
全
国
坑
夫
組
合
は
、
友
子
の
勢
力
に
依
存
し
職
能
別
組
合
の
方
向
を
と
っ
た
た
め
に
、
組
織
化
の
発
端
は
有
利
だ
が
、
友
子
の
組
織
率
が
三
割
近
か
っ
た
足
尾
銅
山
で
は
、
所
詮
多
数
派
に
は
な
り
に
く
を
と
っ
た
た
め
に
、
組
織
皿
い
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 （田）
で
、
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
以
上
の
回
章
は
、
全
国
坑
夫
組
合
足
尾
支
部
が
、
全
国
坑
夫
組
合
の
方
針
に
沿
っ
て
活
動
し
、
ま
た
友
子
の
組
織
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
を
端
的
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
後
成
功
す
る
こ
と
な
く
、
鉱
夫
組
合
総
連
合
の
発
展
の
中
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つ
い
で
に
指
摘
し
て
お
け
ば
、
大
日
本
鉱
山
労
働
同
盟
会
は
、
釜
石
鉱
山
に
オ
ル
グ
に
入
り
、
多
数
の
鉱
夫
を
組
織
し
、
｜
時
的
な
が
ら
成
功
を
お
さ
め
た
。
し
か
し
こ
の
争
議
は
、
実
際
に
は
、
釜
石
鉱
山
争
議
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
実
は
釜
石
鉱
山
内
部
の
製
鉄
部
門の争議だったのである。鉱夫組合が、製鉄労働者の争議を指導するなどとは、いかにも鉱山労働同盟会らしい。
釜石鉱山鉱夫は四○○○名と一一一一口われていたが、組合員二○○○名中、大橋採鉱部（大橋鉱山）は二○○から一五○
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
採
鉱
部
は
組
合
に
厳
し
く
対
処
し
た
た
め
、
採
鉱
夫
た
ち
は
十
分
に
争
議
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
（厄）
ある。注（１
）
一
一
村
一
夫
「
全
国
坑
夫
組
合
の
組
織
と
活
動
（
一
）
」
、
「
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
資
料
室
報
」
ｚ
ｐ
］
＄
、
六
頁
。
（
２
）
例
え
ば
、
足
尾
銅
山
労
働
組
合
編
「
足
尾
銅
山
労
働
運
動
史
」
、
鉱
山
経
営
者
連
盟
『
鉱
山
労
働
運
動
史
」
（
一
九
四
七
年
刊
）
を
み
よ
。
（
３
）
『
栃
木
県
史
」
史
料
編
・
近
現
代
三
、
一
四
九
頁
、
一
四
四
頁
。
（４）『栃木県史』史料編・近現代九、三一一一六頁。
（
５
）
村
上
安
正
『
足
尾
に
生
き
た
ひ
と
び
と
」
、
四
一
’
五
○
頁
。
（
６
）
詳
し
く
は
、
前
掲
『
足
尾
銅
山
労
働
運
動
史
』
お
よ
び
前
掲
『
鉱
山
労
働
運
動
史
』
を
参
照
。
（
７
）
前
掲
二
村
論
文
（
三
）
、
八
頁
。
な
お
二
村
氏
は
、
こ
う
し
た
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
が
ど
う
し
て
可
能
だ
っ
た
か
疑
問
を
呈
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は、おそらく賃金支払いを、飯場の会計係が握っていたからであり、全国坑夫組合が、友子の関係で飯場頭に話をつけて、
組合費のチェックオフを実現したからであろう。この点については、拙稿「足尾銅山における友子制度の変遷」（上下）、
『
経
済
志
林
」
六
○
の
一
・
一
一
、
三
・
四
の
両
号
を
参
照
。
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
飯
場
割
に
つ
い
て
参
照
さ
れ
た
い
。
（
８
）
例
え
ば
、
前
掲
『
鉱
山
労
働
運
動
史
」
は
、
全
国
坑
夫
組
合
は
「
足
尾
の
大
争
議
の
際
に
は
、
中
立
の
態
度
を
保
持
し
て
い
た
の
で
、
友
愛
会からは非常に非難された」とも指摘がある。六四頁。また『足尾銅山労働運動史」は、大正八年一二月の争議の際に、
全
国
坑
夫
組
合
の
足
尾
支
部
の
総
会
で
「
幹
部
が
今
度
の
争
議
に
対
し
て
積
極
的
で
な
い
と
い
う
声
が
高
ま
り
、
会
員
八
○
○
名
が
同
盟
会
に
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ｂ
夕
張
炭
鉱
に
お
け
る
友
子
の
労
働
組
合
化
全
国
坑
夫
組
合
は
、
本
部
役
員
坂
口
義
治
と
い
う
夕
張
出
身
の
有
能
な
指
導
者
に
よ
り
、
足
尾
銅
山
の
支
部
と
並
ん
で
北
海
道
の
夕
張
炭
鉱
支
部
を
拠
点
に
組
織
さ
れ
、
一
定
の
発
展
を
み
た
。
夕
張
炭
鉱
の
全
国
坑
夫
組
合
支
部
は
、
足
尾
銅
山
と
違
っ
て
他
の
組
合
と
競
合
す
る
こ
と
な
く
、
当
地
の
唯
一
の
労
働
組
合
と
し
て
組
織
さ
れ
た
。
そ
し
て
当
初
は
、
主
要
鉱
夫
を
大
量
に
組
織
し
、
恐
ら
く
友
子
の
多
数
を
組
織
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
限
り
で
、
夕
張
炭
鉱
の
全
国
坑
夫
組
合
は
、
方
針
通
り
に
成
功
を
お
さ
め
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
も
っ
と
も
労
働
組
合
は
、
そ
の
後
急
速
に
発
展
せ
ず
、
十
分
な
成
功
を
お
さ
め
る
こ
と
な
く
、
大
正
一
○
年
二
月
’
三
月
の
争
議
後
会
社
の
激
し
い
弾
圧
に
よ
っ
て
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
。
（１） 
こ
こ
で
夕
張
支
部
の
組
織
状
況
を
間
単
に
見
て
お
き
た
い
。
夕
張
炭
鉱
で
全
国
坑
夫
組
ム
ロ
の
組
織
化
を
は
か
っ
た
の
は
、
坂
口
義
治
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
、
夕
張
出
身
で
、
家
族
は
夕
張
炭
鉱
の
炭
鉱
夫
で
あ
っ
た
。
父
角
蔵
は
、
高
松
坑
の
支
柱
夫
で
あ
り
、
兄
鶴
次
の
（ｕ）前掲『鉱山労働運動史」、五九頁以下の規約を参照。
（
旧
）
詳
し
く
は
荒
木
田
忠
太
郎
『
狼
火
挙
る
Ｉ
釜
石
鉱
山
労
働
騒
動
実
記
』
を
参
照
。
加
わ
り
、
活
発
に
運
動
し
て
い
く
こ
と
を
決
議
し
た
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
一
八
頁
。
（
９
）
前
掲
「
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
変
遷
」
上
下
、
を
参
照
。
（岨）前掲『足尾銅山労働運動史」、’○六－七頁。
（
、
）
前
掲
「
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
変
遷
」
下
、
六
頁
以
下
参
照
。
（Ⅲ）前掲「砂川鉱業所沿革史』一七頁。
（
旧
）
分
裂
の
事
情
の
一
端
に
つ
い
て
は
、
全
日
本
鉱
夫
総
連
合
会
の
機
関
誌
『
鉱
山
労
働
者
』
大
正
一
○
年
四
月
号
、
一
二
頁
に
足
尾
銅
山
の
組
合
幹
部
の
報
告
か
ら
窺
え
る
。
残
留
組
の
指
導
者
は
、
全
国
坑
夫
組
合
の
設
立
者
の
一
人
、
高
島
信
次
で
、
七
○
名
近
く
が
残
留
し
た
模
様
で
ある。
(２２） 343 
確
か
に
二
○
○
○
名
は
誇
大
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
九
○
○
名
と
い
う
短
期
間
の
急
激
な
会
員
の
拡
大
は
事
実
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
は
、
友
子
の
存
在
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
二
村
氏
は
、
逆
に
「
夕
張
の
事
例
か
ら
、
全
国
坑
夫
組
合
が
全
体
と
し
て
友
子
同
盟
と
無
関
係
で
あ
っ
た
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
は
言
え
、
「
友
子
同
盟
が
直
接
全
国
坑
夫
組
合
の
組
織
基
盤
と
な
っ
た
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
直
接
の
根
拠
に
、
坑
夫
組
合
の
構
成
員
が
、
友
子
の
中
心
で
あ
る
（５） 
熟練鉱夫だけでなく、「日雇労働者、朝鮮人、婦人など」も組織しているところにみている。
事
実
、
労
働
組
合
員
の
急
激
な
拡
大
、
多
数
の
支
部
の
設
立
な
ど
は
、
友
子
の
組
織
的
な
伝
統
を
踏
ま
え
な
い
と
容
易
に
は
実
現
し
え
な
い
。
二
村
氏
は
、
そ
う
し
た
友
子
の
存
在
を
軽
視
し
て
い
る
。
わ
た
く
し
の
仮
説
に
有
力
な
根
拠
と
な
る
研
究
も
生
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
北
海
道
の
友
子
に
つ
い
て
よ
く
研
究
し
て
い
る
市
原
博
氏
は
、
「
夕
張
炭
鉱
で
全
国
坑
夫
組
合
の
組
織
化
が
短
期
間
の
これに対し二村一夫氏は、坂口の証言に重大な疑問を提起している。すなわち一一○○○名の会員と一○支部の設
立
は
誇
大
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
二
村
氏
は
、
会
費
の
納
入
状
況
に
注
目
す
る
。
会
費
の
納
入
か
ら
推
測
す
る
と
会
員
は
六
○
○
名
程
度
で
あ
り
、
会
員
の
三
分
の
一
は
会
費
未
納
で
あ
る
の
で
こ
れ
を
考
慮
し
て
も
九
○
○
名
程
度
で
な
（４） 
かつたか１と一一一一口う。
（３） 
成した。
義父渋谷杢次郎も炭鉱夫であった。
義
治
自
身
は
、
幼
少
時
を
夕
張
炭
鉱
地
区
で
育
っ
た
も
の
の
、
出
奔
し
、
様
々
な
職
業
を
経
て
、
大
正
八
年
に
は
友
愛
会
の
書
記
と
（２） 
な
り
、
労
働
組
合
運
動
に
関
与
し
て
い
る
。
坂
口
は
、
夕
張
に
帰
り
、
大
正
八
年
九
月
一
日
か
一
ｂ
家
族
や
親
戚
、
友
人
の
人
脈
に
加
え
、
友
子
関
係
を
頼
り
に
全
国
坑
夫
組
合
夕
張
支
部
の
組
織
化
に
つ
と
め
た
。
そ
し
て
「
た
ち
ま
ち
三
百
名
を
組
織
し
」
、
’
一
月
に
は
高
松
支
部
を
設
立
し
、
大
正
九
年
四
月
に
は
各
地
区
に
八
支
部
を
設
立
し
て
組
合
員
二
○
○
○
名
を
組
織
し
て
、
支
部
連
合
会
を
結
大正期における友子の労働組合化について342 (〃）
労
働
組
合
の
「
会
員
応
募
ハ
目
下
友
子
ヲ
主
ト
シ
各
地
ノ
渡
自
坑
夫
ノ
大
当
番
、
箱
元
等
二
別
紙
ノ
会
則
ヲ
配
布
支
部
ノ
設
立
ス
ル
（８） 
ャ
本
部
員
ノ
出
張
共
二
勧
誘
二
従
事
ス
ル
」
と
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
夕
張
炭
鉱
で
全
国
坑
夫
組
〈
口
の
会
費
の
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
が行われたのも、友子である飯場頭らの協力によっていたことは、容易に想像がつく。そして全国坑夫組合の方針
は
、
そ
う
し
た
彼
ら
の
協
力
を
え
や
す
く
し
て
い
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
全
国
坑
夫
組
合
の
夕
張
支
部
は
、
ま
さ
に
友
子
を
基
幣
と
し
て
組
織
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
夕
張
炭
鉱
の
友
子
組
織
自
体
は
、
足
尾
銅
山
の
よ
う
に
確
固
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
資
料
は
、
夕
張
炭
鉱
の
従
業
員
数
三
九
○
（９） 
七名にたいしてわずかに一一一一一八名で全体の八・一一。ハーセントにしかすぎず、友子の勢力からすると、決して大勢力
で
は
な
い
。
北
海
道
の
炭
鉱
に
お
け
る
友
子
は
、
各
地
域
・
企
業
の
炭
鉱
に
よ
っ
て
勢
力
・
組
織
率
に
か
な
り
の
強
弱
が
あ
っ
た
。
夕
張
炭
鉱
で
の
友
子
は
、
明
治
時
代
の
労
働
組
合
化
と
の
関
わ
り
で
、
鉱
業
所
か
ら
か
な
り
警
戒
さ
れ
、
勢
力
の
増
大
を
抑
え
ら
れ
て
き
（６） 
う十つに急速に進んだのは、夕張炭鉱の友子同盟の親分など鉱夫中の有力者の支持が得られたからであった」と指摘
し、友子の役割を高く評価している。
さ
ら
に
市
原
氏
は
、
北
炭
の
鉱
業
所
資
料
か
ら
わ
た
く
し
の
仮
説
を
証
明
す
る
記
述
を
紹
介
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
坂
口
義
治
ノ
父角蔵ハ有名ナル支柱夫ニシテ夕張消防隊ノ部長ヲ永年勤続セル関係上相当一一坑夫社会ニハ顔ヲ完レ居ルモノナ
リ、明治四十年夕張肱暴動ノ際ハ八人組ノー人トシテ大々的一一活躍シタルモ今回夕張坑二於テ組合員ヲ募集シタル
（７） 
モ多クハ彼ノカナリ」１と。
社
会
的
に
目
覚
め
た
息
子
に
説
得
さ
れ
て
、
労
働
組
合
の
組
織
化
に
協
力
し
た
坂
口
の
父
親
は
、
友
子
の
有
力
者
で
あ
り
、
友
子
の
関
係
を
た
ど
っ
て
労
働
組
合
の
組
織
化
を
は
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
記
述
か
ら
よ
く
窺
え
る
。
資
料
は
、
さ
ら
に
短
刀
直
入
に
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
(２４） 341 
た
の
で
あ
る
。
全
国
坑
夫
組
合
夕
張
支
部
の
不
十
分
さ
は
、
友
子
勢
力
の
弱
さ
に
一
因
が
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
夕
張
炭
鉱
に
し
て
も
友
子
の
勢
力
は
、
三
○
○
名
強
に
し
か
す
ぎ
ず
、
全
国
坑
夫
組
合
は
、
そ
う
し
た
勢
力
を
は
る
か
に
超
え
て
組
合
員
を
組
織
し
え
た
が
、
友
子
の
基
盤
は
そ
れ
ほ
ど
強
力
で
は
な
か
っ
た
。
鉱
業
所
は
、
全
国
坑
夫
組
合
に
当
所
傍
観
的
だ
っ
た
（皿）
が
、
正
体
が
あ
ら
わ
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
強
圧
的
に
な
っ
た
。
北
炭
は
、
大
正
八
年
一
二
月
に
「
一
心
会
」
と
い
う
企
業
内
従
業
員
団
体
を
全
道
的
に
組
織
し
て
、
労
働
組
合
に
対
抗
し
、
か
つ
友
子
の
危
険
性
に
備
え
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
鉱
業
所
の
反
組
合
対
策
と
友
子
に
た
い
す
る
抑
圧
策
は
、
友
子
の
労
働
組
合
化
を
弱
体
化
し
て
し
ま
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
注（
１
）
夕
張
炭
鉱
の
全
国
坑
夫
組
合
の
組
織
化
の
過
程
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
渡
部
惣
蔵
『
北
海
道
社
会
運
動
史
』
、
特
に
前
掲
二
村
論
文
（
三
）
に
比
較
的
詳
し
い
。
小
論
も
も
っ
ぱ
ら
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
い
る
。
（２）前掲二村論文（三）、一一○頁。
（
３
）
渡
辺
前
掲
書
、
七
一
一
’
三
頁
（４）前掲二村論文（三）、一一一’四頁。
（
５
）
同
右
書
、
六
頁
。
こ
こ
で
の
二
村
氏
の
立
論
の
一
部
に
は
、
無
理
が
あ
る
。
｜
、
朝
鮮
人
の
友
子
会
員
は
い
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
昭
和期には朝鮮人の加入を確認できる。例えば夕張・働くものの歴史を記録する階編「わが夕張』三一一一一一頁、一一一一一一四頁、一一一
三
九
頁
を
み
る
と
、
昭
和
初
期
に
親
分
や
兄
弟
分
の
仏
参
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
友
子
は
、
朝
鮮
人
を
排
除
し
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
友
子
は
、
村
方
を
半
交
際
と
称
し
て
友
子
に
半
ば
参
加
さ
せ
た
こ
と
は
、
友
子
研
究
家
に
と
っ
て
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
山
彦
一
「
友
子
同
盟
の
研
究
」
は
「
取
立
を
受
け
ざ
る
雑
夫
其
他
鉱
夫
も
一
定
の
範
囲
の
交
際
ｌ
半
交
際
ｌ
を
許
さ
れ
る
」
弓
社
会
学
雑
誌
」
大
正
一
五
年
九
月
号
、
六
七
頁
）
と
指
摘
し
て
お
り
、
友
子
は
、
不
熟
練
坑
夫
と
全
く
断
絶
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
か
ら
少
数
の
友
子
以
外
の
鉱
夫
が
組
織
さ
れ
た
と
し
て
も
、
友
子
組
織
を
基
盤
と
し
て
労
働
組
合
を
組
織
し
よ
う
と
す
る
発
想
が
無
意
味
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
大正期における友子の労働組合化について (２５） 340 
ｃ
千
代
田
炭
坑
に
お
け
る
友
子
の
労
働
組
合
化
友
子
が
全
国
坑
夫
組
合
の
支
部
に
転
化
す
る
端
的
な
例
は
、
茨
城
県
の
千
代
田
炭
坑
に
お
け
る
友
子
の
場
合
で
あ
っ
た
。
日
立
鉱
山
の
支
山
で
あ
っ
た
諏
訪
鉱
山
の
友
子
資
料
で
あ
る
『
永
代
記
録
簿
』
の
中
に
、
千
代
田
炭
坑
の
友
子
が
集
団
的
に
全
国
坑
夫
組
合
の
支
（１） 
部
に
な
っ
た
こ
と
を
一
示
す
資
料
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
資
料
に
は
、
「
大
正
九
年
五
月
中
」
と
記
し
、
茨
城
縣
多
賀
郡
松
岡
村
の
「千代田炭坑山中友子一同」の署名のある「坑夫交際政治的除名回章」が記録されている。
こ
の
回
章
の
要
旨
は
、
千
代
田
炭
坑
の
友
子
が
、
一
部
の
鉱
夫
に
扇
動
さ
れ
て
、
全
国
坑
夫
組
合
に
加
入
し
、
新
友
子
と
自
称
し
、
隣
山
友
子
の
立
会
や
異
議
申
し
立
て
を
無
視
し
て
、
勝
手
に
取
立
を
行
い
、
友
子
の
道
に
違
反
し
た
の
で
、
友
子
本
来
の
立
場
に
立
つ
旧
友
子
鉱
夫
た
ち
が
、
新
友
子
派
を
除
名
し
た
の
で
、
そ
の
旨
回
章
を
各
山
に
送
る
と
言
う
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
千
代
田
炭
坑
の友子は、全国坑夫組合の支部に集団的に転化したのだが、しかし旧派の友子グループが、それに反対したため、
友
子
は
分
裂
し
、
旧
派
の
友
子
が
新
派
の
友
子
を
除
名
処
分
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
資
料
を
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。
回
章
の
内
容
は
、
二
つ
の
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
友
子
の
組
合
化
に
つ
い
て
、
一
つ
は
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
旧
派
の
友
子
、
隣
山
友
子
の
対
応
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
千
代
田
炭
坑
の
友
子
の
労
働
組
合
化
に
つ
い
て
の
指
摘
を
見
て
み
よ
う
。
（６）市原博「戦間期日本財閥系炭鉱の労使関係」、萩野喜弘編著「戦前期筑豊炭鉱業の経営と労働』所収、一一三五’六頁。
（７）同右書、一一三六頁。
（８）同右書、一一三六頁。
（
９
）
北
炭
『
五
十
年
史
第
一
次
稿
本
』
従
業
員
編
中
巻
、
二
四
五
頁
。
（、）｜心会については、さしあたり市原博「第一次大戦後の北炭の労働運動対策」、『経営史学」一○六号を参照。
(２６） 339 
長
々
と
引
用
し
た
の
は
、
友
子
資
料
の
全
体
と
し
て
の
雰
囲
気
を
伝
え
た
い
た
め
で
あ
る
。
内
容
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
す
な
わ
（２） 
ち、大正八年九月末日に千代田炭坑で、同年九月に設立された全国坑夫組ムロの支部が設立された。この支部には、
当
初
友
子
全
体
が
労
働
組
合
に
加
盟
し
た
。
し
か
し
日
立
鉱
山
、
諏
訪
鉱
山
両
鉱
山
の
立
会
な
し
に
独
自
に
「
取
立
」
を
行
い
、
ま
た
「
掲一不
茨城縣多賀郡松岡村千代田炭坑山中箱元ヨリ左記之回章逓送二相成候一一付各位友子一一御通報致候也
謹啓陳者各位益々御清栄奉賀候却而今回乍略儀回章ヲ以テ申上候左記連名ノ者従来坑夫友子トシテ交際一一加盟致
シ居り候処蓮一一大正八年九月末日ヨリ当山へ全国坑夫組合支部創立サル＆ヤ是レニ加名シ坑夫トシテ本分ヲ捨テ
其後ノ行為全ク一変シ友子ヲ侮辱スル事甚ダシク不法ニモ両隣山及ビ当山ノ承諾モ無ク取立ヲ執行スル等諸事活
動一一一一口語一一絶エズ然ルー遇々両者ノ妥協問題ヲ論ゼシモ到底従来ノ坑夫ノ立場トシテ是レヲ入ル凶事能ワザルー一依
り断然却下（セ）シ一一無謀ニモ彼等ハ自分ノ理ヲ飽迄通過セザレバ断シテ坑夫友子トシテ交際ヲ断ベキ旨ヲ声名
シ交際金及ビ集米ノ件ハ彼等一体一一拒絶シタル者也依而山中友子一同連日是レガ前後策ヲ溝シタルモ到底力不及
即チ大正九年三月一一十一一日両隣山二御足労ヲ炊シ右処置ヲ御依頼二及上其ノ裁断ヲ得タルニ衆目一致除名卜決定
シ
タ
ル
ニ
依
り
両
隣
山
ノ
承
認
証
ヲ
相
添
エ
回
章
ヲ
以
テ
此
段
御
通
牒
一
一
及
ビ
候
也
大
正
九
年
三
月
日
茨
城
縣
多
賀
郡
松
岡
村
千
代
田
炭
坑
山
中
友
子
一
同
大
日
本
帝
国
諸
工
事
鉱
山
同
盟
友
子
御
中
除
名
者
連
名
三
十
人
（
氏
名
省
略
）
」
大正期における友子の労働組合化について (２７） 338 
旧
来
の
友
子
た
ち
が
認
め
難
い
独
自
の
活
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
た
め
旧
派
は
、
友
子
を
分
裂
さ
せ
て
、
独
自
の
別
組
織
を
創
り
、
大
正九年三月に隣山友子と相談のうえ、労働組合派の一一一○名を友子から除名処分した。
明
ら
か
に
千
代
田
炭
坑
の
友
子
は
、
全
体
と
し
て
労
働
組
合
に
成
長
転
化
し
て
、
労
働
組
合
と
し
て
約
半
年
間
活
動
し
て
い
た
こ
と
（３） 
が
わ
か
る
。
後
半
の
資
料
に
よ
り
、
こ
の
事
情
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
千
代
田
炭
坑
の
旧
派
の
友
子
に
よ
る
労
働
組
合
派
友
子
の
除
名
に
た
い
し
、
日
立
鉱
山
の
友
子
は
、
「
除
名
者
ノ
原
籍
及
ビ
親
分
並
一一子分ノ国籍」についての記帳が不備であったため、不承認のまま回章を返送し、別途質問状を出した。これに答
え
た
千
代
田
炭
坑
の
回
章
は
、
友
子
の
労
働
組
合
化
の
事
情
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
大
正
八
年
九
月
末
日
当
山
へ
全
国
坑
夫
組
合
支
部
創
立
ス
ル
ャ
先
大
当
番
安
藤
常
吉
大
友
長
次
郎
外
六
十
二
名
是
レ
ー
ー
加
盟
シ
取
立ヲ執行スルーー付テモ隣山立会当箱元ノ許可モ無ク全国坑夫組合ヲ新組合卜称ス」。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
当
番
を
含
む
友
子
会
員
六
二
名
が
、
坑
夫
組
合
支
部
に
加
盟
し
、
「
新
友
子
」
と
自
称
し
、
隣
山
立
会
を
無
視
し
て
取
立
を
行
っ
た
。
当
山
の
箱
元
は
、
新
友
子
に
反
対
の
立
場
を
と
っ
た
。
資
料
は
続
け
て
言
う
。
「取立ヲ執行スル事実言語一一絶エジ依而千代田坑山中箱元ヨリ右全国坑夫組合支部へ交照致候何分除名者ハ全国
坑
夫
組
合
ヲ
新
友
子
卜
称
ス
従
来
ノ
友
子
ノ
交
際
二
絶
対
二
反
シ
且
シ
新
友
子
ノ
意
ヲ
飽
迄
デ
モ
通
過
セ
ザ
レ
バ
従
来
ノ
友
子
ノ
交
際
ヲ
断
シ
卜
自
カ
ラ
声
明
シ
…
…
」
。
新
友
子
は
、
労
働
組
合
に
な
っ
た
の
で
「
従
来
ノ
友
子
ノ
交
際
二
絶
対
二
反
シ
」
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
新
友
子
が
取
立
を
行
っ
て
も
、
従
来
の
友
子
の
ル
ー
ル
に
従
わ
な
け
れ
ば
違
法
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
旧
派
の
箱
元
は
、
こ
の違法を指摘し、旧来の友子に戻るべく、交渉を行おうとしたが、彼らは全く応じず、「従来ノ友子ノ交際ヲ断」
ち
、
労
働
組
合
に
純
化
し
て
い
っ
た
。
(２８） 337 
旧派の友子は、次のように対応した。
「
両
隣
山
ノ
御
裁
断
ヲ
仰
ギ
全
部
除
名
卜
決
定
シ
然
し
共
当
山
中
ト
シ
テ
モ
成
ル
可
ク
ハ
改
心
致
サ
セ
度
除
名
者
宅
へ
訪
問
ナ
セ
シ
所彼等ハ旧友子ニシテ我等新友子ノ会員ヲ募集スルト云ツテ我等友子ヲ侮辱且シ罵薑雑言ヲ吐キ候依而我等友子等
ハ不止得所々一一掲示ヲ以テ改心スル様注意ノ結果三十四名丈ケ証人ヲ附シ改心卜同事二再ビ交際ヲ申込候残り一一一十
名
ハ
飽
迄
全
国
坑
夫
組
合
ヲ
新
友
子
ト
称
ス
該
組
合
ヲ
発
展
致
シ
可
卜
主
張
候
」
すなわち旧友子派は、種々説得して、三四名を新友子派から奪回した。他方新友子派は、飽くまで新組織の発展
を
主
張
し
た
た
め
、
大
正
九
年
五
月
に
隣
山
友
子
の
承
認
の
も
と
に
、
最
終
的
に
友
子
を
除
名
さ
れ
た
。
最
終
的
な
除
名
に
い
た
る
経
過
は
、
友
子
の
除
名
手
続
き
に
従
っ
て
お
り
、
大
変
興
味
深
い
。
ま
ず
有
力
な
隣
山
友
子
で
あ
っ
た
日
立
鉱
山
の
友
子
は
、
千
代
田
炭
坑
友
子
旧
派
の
友
子
の
除
名
回
章
の
不
備
（
被
除
名
者
の
出
身
地
、
本
籍
、
親
分
名
な
ど
が
判
明
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
）
を
指
摘
し
、
回
章
を
返
送
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
旧
派
の
友
子
は
、
二
名
の
「
山
中
委
員
」
を
日
立
鉱
山
に
派
遣
し
て
、
反
対
派
か
ら
事
情
聴
取
出
来
な
い
事
情
を
説
明
し
た
。
他方新友子派も、五月一曰に日立鉱山の友子を訪れ、自らの正当性を主張し、隣山友子の判断を仰いだ。これに
対
し
日
立
鉱
山
の
友
子
は
、
「
全
国
坑
夫
組
合
二
於
テ
取
立
ヲ
執
行
」
し
た
こ
と
を
「
言
語
同
断
」
と
判
定
し
、
か
つ
「
交
際
人
死
亡
ノ節右死亡ヲ竪二全国坑夫組合ノ会員ヲ募ルャリ方一一」対しても、「除名ノ価値」ありと認めた。更に新友子派が、
除名不当の「嘆願」をすべきところ、これを行わなかったことも問題であるとした。そして日立鉱山の友子は、あ
く
ま
で
両
者
の
妥
協
を
期
待
し
、
回
章
の
回
送
を
五
日
間
猶
予
す
る
と
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
新
友
子
派
か
ら
は
「
何
ノ
返
答
之
無
故」、五月七日付で回章は、全国に回送され、除名が発効した。
以上のように、千代田炭坑の友子は、集団的に労働組合に成長転化した。友子は、全国坑夫組合の支部に転化し
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も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
新
友
子
派
の
活
動
は
、
十
分
成
功
す
る
こ
と
な
く
、
全
国
坑
夫
組
合
の
会
費
納
入
で
は
大
正
九
年
三
月
で
こ
と
切れており、その後消滅してしまったようである。しかし千代田炭鉱の友子の事例は、全国坑夫組合が友子を組織
化して労働組合に変えていこうとする方針が、決して荒唐無稽のものではなかったことを証明している。
さ
て
最
後
に
、
友
子
の
全
国
坑
夫
組
合
へ
の
転
化
と
い
う
面
か
ら
こ
れ
ま
で
の
分
析
を
総
括
し
て
お
け
ば
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
全
国
坑
夫
組
合
は
、
方
針
と
し
て
確
か
に
友
子
を
基
盤
と
し
、
友
子
を
再
編
し
て
労
働
組
合
を
組
織
し
よ
う
と
し
た
。
そ
う
し
た
傾
向
を
千
代
田
炭
鉱
の
友
子
の
労
働
組
合
化
は
、
端
的
に
証
明
し
た
。
し
か
し
他
の
炭
鉱
で
は
、
そ
う
し
た
方
針
が
そ
の
ま
ま
貫
徹
し
た
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
特
に
足
尾
銅
山
の
よ
う
に
、
明
治
四
○
年
の
暴
動
以
後
、
友
子
は
坑
夫
飯
場
組
合
の
中
に
抑
え
こ
ま
れ
、
友
子
の
本
来
の
活
力
を
大
幅
に
失
っ
て
い
た
た
め
、
ま
た
友
愛
会
鉱
山
部
、
大
日
本
鉱
山
労
働
同
盟
会
の
よ
う
な
ラ
イ
バ
ル
組
織
があらわれたので、友子を労働組合に再編することが非常に困難となってしまった。
最
後
に
あ
え
て
指
摘
し
て
お
け
ば
、
日
本
の
よ
う
に
労
働
組
合
が
非
合
法
で
あ
り
、
労
働
組
合
が
弾
圧
に
反
発
し
て
容
易
に
過
激
に
な
り
や
す
く
、
穏
健
な
労
働
組
合
主
義
の
発
展
の
余
地
が
少
な
い
状
況
で
は
、
友
子
の
労
働
組
合
化
の
条
件
が
著
し
く
弱
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
合員にとどまった。こ（
を端的に証明している。
たのである。ただし、当初は六一一名だったが、切り崩しをうけて、最終的に三○名が、友子を除名されて、労働組
合
員
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
友
子
の
有
力
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
全
国
坑
夫
組
合
の
下
部
組
織
が
友
子
組
織
だ
っ
た
こ
と
注（
１
）
こ
の
資
料
は
、
諏
訪
鉱
山
「
永
代
記
録
簿
』
（
大
正
八
年
一
月
ｌ
昭
和
八
年
四
月
。
日
立
市
立
博
物
館
所
蔵
）
で
あ
る
。
こ
の
資
料
に
つ
い
ては、相沢一正「常磐南部・上手綱地区炭砿の変遷と昭和初年の鉱毒水事件」、『茨城県立歴史館報」ｚ・・岳、の論稿が論
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大
正
期
に
お
け
る
友
子
の
労
働
組
合
化
の
傾
向
は
、
全
国
坑
夫
組
合
に
限
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
比
較
的
資
料
的
に
わ
か
っ
て
い
る
二
つ
の
鉱
山
の
例
を
検
討
し
て
み
た
い
。
他
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
を
待
ち
た
い
。
大
正
八
年
一
○
月
の
神
岡
鉱
山
に
お
け
る
友
子
に
よ
る
争
議
過
程
は
、
友
子
の
一
時
的
な
労
働
組
合
化
と
そ
の
組
合
化
の
限
界
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
大
正
八
年
に
お
け
る
労
働
運
動
の
高
揚
は
、
飛
騨
の
山
奥
に
ま
で
波
及
し
て
き
た
。
ま
ず
一
○
月
に
鹿
間
方
面
で
労
働
組
合
が
組
織
さ
れ
た
。
こ
れ
に
刺
激
さ
れ
全
山
的
に
鉱
夫
の
待
遇
改
善
要
求
運
動
が
盛
り
上
が
っ
た
。
そ
し
て
各
部
門
、
各
坑
で
労
働
組
合
が
組
織
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
過
程
で
、
友
子
も
賃
上
げ
と
労
働
時
間
短
縮
の
要
求
を
提
出
し
、
一
時
的
な
労
（３）千代田炭鉱支部は、争議をはじめ様々な活動を行うが、これについては前掲相沢一正論文が詳しい。なお全国坑夫組合
の資料では、千代田炭鉱支部という名称はなく、茨城県下の松岡支部となっている。ただし松岡支部の会費の納入状況
は、大正八年一一月、’二月、大正九年一月、三月の四ヶ月分である。前掲二村論文（｜｜）、’六頁参照。会費は月一一○
銭
で
あ
り
、
全
額
納
め
ら
れ
た
と
す
る
と
、
松
岡
支
部
の
会
員
数
は
約
一
○
○
名
前
後
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
千
代
田
炭
鉱
の
新
友
子
数
よ
り
大
きいので、おそらく松岡支部は、千代田炭鉱以外の会員を含んでいたのかも知れない。千代田炭鉱は、大正八年に茨城採
炭
と
合
併
し
た
ば
か
り
で
、
松
岡
支
部
は
、
茨
城
採
炭
の
鉱
夫
を
含
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。
じている。
（２）全国坑夫組合の設立は、二説あって、坂口によれば九月、麻生によれば一○月七日であるが、後者は正式な発会式日で
あ
る
。
明
ら
か
に
九
月
末
に
千
代
田
支
部
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
全
国
坑
夫
組
合
の
運
動
は
す
で
に
九
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
ｌ
神
岡
鉱
山
に
お
け
る
友
子
の
一
時
的
な
労
働
組
合
化
力、あ
るる
○○ 一
一
そ
の
他
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働
組
合
化
の
傾
向
を
示
し
た
。
（１） 
「五十年史編纂資料神岡鉱山労務史」は、大正八年一○月一一曰から一一六曰にかけて起きた神岡鉱山の争議経過
の概要を記録している。これによれば、栃洞坑の組頭一同が鉱山当局に「鉱夫一同時間短縮賃銀値上等二関シ動揺
シシ凸アリ、会社側ノ之レニ対スル意見次第ニテハ彼等ヲ鎮静セシムルコトヲ得ルト信スルヲ以テ此際至急会社ノ
意
見
ヲ
間
キ
」
た
い
と
、
伝
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そして更に、「鹿間方面二於テ建築、機械所属鉱夫ヲ以テ労愛会ナル組合ヲ組織シ会則ヲ建築主任二提出」した
こ
と
、
ま
た
栃
洞
坑
に
お
け
る
友
子
の
「
大
当
番
約
二
十
名
光
円
寺
二
集
会
ヲ
開
」
い
た
こ
と
、
「
大
留
、
栃
洞
箱
元
ヨ
リ
諸
方
二
左
ノ激ヲ發」したことを明らかにしている。
ち
な
み
に
、
こ
の
「
激
」
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
この資料から、神岡鉱山の鹿間坑で労働組合が組織され、賃上げと労働時間短縮を要求し、連判状に署名して、
「
急
告
一、本番賃金七割増ノコト
｜、受負賃金ハ一円以下ナルトキハ一円以上一一訂正スルコト
｜、坑内夫ハ六時間トシ坑外夫ハ八時間制トスルコト
今
般
労
働
組
合
ヲ
組
織
シ
右
条
件
ヲ
事
務
所
へ
要
求
致
候
間
一
寸
急
告
仕
候
也
其件ハ皆連印致シ条件用済迄ハ出役致ストモ仕事一一従事セザル様致シ居り候也
Ｌ＿ 
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要
求
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
労
働
組
合
の
も
の
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
栃
洞
坑
の
友
子
の
大
当
番
た
ち
は
、
明
治
四
○
年
の
足
尾
銅
山
の
友
子
の
よ
う
に
、
労
働
組
合
の
影
響
を
う
け
て
労
働
組
合
と
同
じ
よ
う
な
要
求
を
作
っ
て
、
彼
ら
に
同
調
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
友
子
鉱
夫
の
下
か
ら
の
要
求
に
突
き
上
げ
ら
れ
て
起
こ
し
（２） 
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
対
し
て
組
頭
す
な
わ
ち
飯
場
頭
ら
は
、
会
社
の
態
度
を
正
し
、
こ
と
に
よ
っ
て
は
自
分
た
ち
が
調
停
に
乗
り
だ
し
て
も
い
い
と
い
わ
ん
ば
か
り
で
あ
る
。
飯
場
頭
の
役
割
の
一
つ
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
時
に
調
停
役
を
果
た
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
は
、
飯
場
頭
の
問
題
は
横
に
置
い
て
お
こ
う
。
他
方
、
友
子
は
、
労
働
組
合
の
動
き
、
鉱
夫
の
動
向
を
み
て
、
独
自
の
対
応
を
示
し
た
。
一
○
月
一
一
日
に
栃
洞
坑
の
友
子
の
大
当
番
二
○
名
が
光
円
寺
で
会
合
を
も
ち
何
や
ら
相
談
し
た
。
翌
日
再
び
「
大
当
番
集
会
ヲ
開
」
き
、
「
会
社
二
対
ス
ル
要
求
五
カ
条
ヲ
決
議
シ
各
飯
場
二
配
布
シ
テ
意
見
ヲ
徴
シ
記
名
捺
印
ヲ
求
ム
」
こ
と
を
決
め
た
。
五
カ
条
の
要
求
は
以
下
の
通
り
。
「
｜
、
労
働
時
間
坑
内
六
時
間
坑
外
八
時
間
二
、
労
銀
受
負
ハ
一
人
当
り
金
一
円
以
下
ト
ナ
リ
タ
ル
場
合
ハ
ー
円
三
十
銭
ニ
直
シ
支
給
セ
ラ
レ
タ
シ
標
準
ハ
金
一
円
五
十
三
、
配
給
米
特
価
渡
分
品
質
劣
悪
ナ
ル
ヲ
以
テ
品
質
ヲ
改
メ
ラ
レ
タ
シ
四
、
受
負
店
ノ
数
量
ノ
実
数
量
ヲ
欠
ク
コ
ト
多
シ
厳
重
二
実
数
量
ヲ
渡
サ
レ
ム
コ
ト
五
、
本
番
賃
金
ハ
現
給
ヲ
七
割
二
昇
給
セ
シ
メ
之
二
七
割
ノ
臨
時
手
当
ヲ
支
給
セ
ラ
レ
タ
シ
銭
ノ
コ
ト
Ｌ＿ 
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ここで注目すべき点は、「鹿間方面ノ労働組合ト連絡セズ、栃洞採鉱ハ独立シテ運動スル」と決めたことである。
これは、友子の初動において労働組合の働きかけがあったかもしれないが（現に友子の役員会に鹿間、建築の労働
組合代表が出席し傍聴していたように思われる）、この段階では友子は、友子として独自に運動することを確認し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
もう一つ注目しておきたいのは、重要な問題を決める時の友子の民主的性格である。友子の役員が要求を決め
て、これをそのまま鉱業所に提出するのではない。役員会の決めたことは、下部組織、ここでは各飯場に持ち帰っ
て
一
般
の
友
子
鉱
夫
の
意
見
を
聞
く
（
こ
こ
で
は
、
署
名
捺
印
す
る
）
慣
行
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
大
当
番
の
動
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ている。
事態は、必ずしも明確ではない。’○月一二曰に精錬所属の鉱夫が「労友会ト称スル組合ヲ組織」し、規則を作っ
て警察に提出した。一○月一一一百に栃洞坑の友子の役員会が再び開かれた。その事情を資料は、次のように指摘し
「山中箱元、大当番ハ光円寺二参集午後九時ヨリ集会ヲ開ク（鹿間、建築ヨリ五名来ツテ傍聴ス）十二曰配布
シタル五カ条ノ要求二就テ各飯場ノ意見ヲ徴ス、斉藤組ノミ記名捺印セザル故ヲ以テ退場ヲ命ゼラル、此ノ集会
ニテ議決セル所左ノ如シ、
｜
、
鹿
間
方
面
ノ
労
働
組
合
ト
連
絡
セ
ズ
、
栃
洞
採
鉱
ハ
独
立
シ
テ
運
動
ス
ル
コ
ト
、
二
、
交
渉
委
員
ト
シ
左
六
名
ヲ
選
ビ
之
二
全
権
ヲ
委
ス
ル
コ
ト
」
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こ
こ
で
は
、
友
子
は
、
全
鉱
夫
を
代
表
す
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
後
の
資
料
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
栃洞坑の友子が、他の坑の友子と共同行動に入ったことを意味している。友子が、全鉱夫を代表してこうした嘆願
を
す
る
場
合
は
、
全
山
の
友
子
を
代
表
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
で
の
友
子
の
役
割
は
、
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
一
つ
は
、
友
子
が
鉱
夫
の
利
害
を
反
映
し
て
待
遇
改
善
の
要
求
を
提
出
し
て
、
資
料
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
に
反
対
し
て
署
名
捺
印
を
集
め
な
か
っ
た
斉
藤
組
の
代
表
は
退
場
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
友
子
は
、
重
要
な
問
題
を
決
定
す
る
と
き
に
こ
の
よ
う
な
手
続
き
を
と
り
、
そ
れ
な
り
に
時
々
に
、
友
子
の
一
般
鉱
夫
の
意
見
、
雰
囲
気
を
反
映
す
る
仕
組
み
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
段
階
で
、
友
子
の
役
員
会
が
、
労
働
組
合
と
提
携
し
な
い
こ
と
を
き
め
た
こ
と
は
、
栃
洞
坑
の
友
子
の
一
時
的
な
労
働
組
合
へ
の
転
化
の
質
の
低
さ
を
示
唆
し
て
い
る
。
一○月一七日に栃洞の箱元、代表委員は、「嘆願書」を提出した。これは、八カ条に拡大されているが、内容は
五
カ
条
の
要
求
と
同
じ
な
の
で
引
用
を
省
く
。
た
だ
前
文
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
嘆
願
書
右
ハ
従
来
物
価
非
常
二
騰
貴
シ
吾
々
一
同
生
計
及
衛
生
上
実
二
困
難
ノ
場
合
二
立
至
リ
候
条
蓮
二
当
山
中
職
夫
一
同
協
議
ノ
上
左
記
ノ
通
り
作
り
出
願
仕
候
間
可
然
御
採
用
彼
成
下
此
段
謹
而
奉
願
候
也
大
正
八
年
十
月三
井
鉱
業
所
神
岡
鉱
山
職
夫
一
統
三
井
鉱
業
所
御
中
」
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労
働
組
合
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
友
子
が
、
労
働
組
合
に
対
抗
し
て
、
鉱
夫
を
代
表
し
て
鉱
業
所
に
待
遇
改
善
を
要
求
し
、
労
使
間
の
意
思
疎
通
を
は
か
ろ
う
と
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
神
岡
鉱
山
の
友
子
規
約
は
、
後
に
み
る
よ
う
に
友
子
が
労
使
間
の
意
思
疎
通
機
関
と
し
て
の
役
割
を
規
定
し
た
。
なお栃洞坑の友子が、「嘆願書」を提出した一月一七日に、漆山坑の「箱元金田角次郎ハ栃洞及鹿間一一行キ左ノ
連
判
状
ヲ
携
帯
シ
テ
夜
帰
山
」
し
た
。
そ
の
連
判
状
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。
－１ 二
、
当
坑
職
夫
諸
要
求
二
付
職
夫
代
表
者
ニ
シ
テ
、
若
シ
要
求
件
ノ
為
メ
満
一
ヶ
年
以
内
二
其
件
ノ
為
メ
解
雇
ニ
ナ
リ
タ
ル
者
一
六
左
ノ
日
数
ニ
依
り
左
ノ
饅
別
ヲ
給
与
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
、
「
金
壱
百
五
十
円
六
カ
月
以
内
二
解
一
層
者
（
鹿
間
ハ
三
百
円
ニ
シ
テ
尚
二
名
以
上
ノ
解
雇
者
ア
リ
タ
ル
時
ハ
全
部
解
雇
ヲ
要
求
ス
）
二
、
金
五
十
円
六
ヶ
月
以
上
一
カ
年
以
上
ノ
者
今
回
要
件
二
付
キ
入
費
饅
別
金
ハ
職
夫
一
人
二
付
金
一
円
宛
積
立
金
ヲ
ナ
ス
コ
ト
、
但
シ
本
月
、
来
月
二
カ
月
二
集
金
積
立
金
ス
ル
コ
ト
、
配
給
米
五
合
シ
Ｌ
配
給
ノ
者
ハ
金
五
十
銭
宛
積
立
ス
ル
コ
ト
、
若
シ
此
期
間
内
二
退
山
ス
ル
者
「
当
坑
職
夫
ス
ル
モ
ノ
也
連
印
規
約
書
当
坑
職
夫
一
同
ハ
今
回
迩
々
二
集
会
協
議
ノ
上
諸
要
求
件
二
付
キ
左
記
ノ
条
件
二
同
意
連
印
シ
タ
ル
者
ハ
堅
ク
履
行
遵
守
連
印
条
項
大
正
八
年
十
月
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こ
れ
ら
の
動
き
は
、
友
子
の
争
議
の
仕
方
を
よ
く
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。
第
一
に
、
連
判
状
に
署
名
し
た
以
上
こ
れ
を
堅
く
遵
守
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
解
雇
者
の
出
る
こ
と
を
予
期
し
て
、
手
当
を
積
立
て
て
お
く
こ
と
。
な
お
鹿
間
坑
の
場
合
は
、
労
働
組
合
の
せ
い
か
、
二
名
以
上
解
雇
者
が
で
た
場
合
に
は
全
員
解
一
展
を
要
求
す
る
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
か
ら
見
て
、
栃
洞
坑
の
友
子
は
、
相
当
の
覚
悟
で
鉱
業
所
に
要
求
を
提
出
し
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
友
子
の
こ
う
し
た
動
向
と
並
行
し
て
、
一
○
月
一
七
日
以
降
、
建
築
、
機
械
な
ど
の
「
労
愛
会
」
と
「
会
社
側
役
員
」
、
「
頭
役
」
（
飯
場
頭
の
こ
と
）
の
三
者
に
よ
る
「
会
見
」
が
行
わ
れ
た
。
更
に
同
日
、
倉
庫
所
属
の
鉱
夫
代
表
に
よ
る
交
渉
も
も
た
れ
た
。
同
月
十八日、船津警察署は、鹿間、倉庫、建築、製錬の組合代表を「召喚」して、「二十日開催セントスル労働大会ハ
之
ヲ
中
止
」
す
る
よ
う
説
諭
し
て
、
大
会
を
流
会
さ
せ
た
。
翌
日
、
建
築
、
選
鉱
、
倉
庫
か
ら
嘆
願
書
が
提
出
さ
れ
た
。
一
○
月
一
三
日
、
各
係
の
主
任
が
嘆
願
書
を
提
出
者
に
「
返
送
」
し
た
。
翌日、「朝六時ヨリ北盛見張所外二集合シタル鉱夫ハ、全部就業セズ」あくまで嘆願書に対する回答を要求した。
こ
れ
に
対
し
て
、
鉱
業
所
の
役
員
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
的
方
法
を
認
め
ず
、
「
代
表
者
ヲ
選
デ
交
渉
ヲ
委
任
ス
ル
」
す
る
よ
う
説
諭
し
た
た
め
、
午
前
二
時
に
六
名
の
代
表
委
員
を
残
し
て
、
鉱
夫
た
ち
は
「
全
部
就
業
」
し
た
。
こ
の
際
特
に
友
子
に
よ
る
「
嘆
願
書
」
が
返
送
さ
れ
た
と
の
指
摘
は
な
い
。
一
○
月
二
一
一
一
日
、
倉
庫
所
属
鉱
夫
は
、
「
美
労
会
」
と
い
う
労
働
組
合
を
組
織
し
、
規
約
を
作
り
、
ニ
ハ
右
積
立
使
用
セ
サ
ル
場
合
ニ
ハ
返
戻
ス
ル
コ
ト
、
三
、
本
要
件
二
付
テ
之
運
動
入
費
等
ハ
雑
夫
、
坑
夫
、
職
夫
一
同
二
分
割
ス
ル
コ
ト
、
但
シ
配
給
米
五
合
ノ
者
ニ
ハ
半
額
分
割
ス
ル
コ
ト
、
尚
臨
時
夫
及
女
夫
ニ
ハ
分
割
セ
ズ
（漆山坑の要求事項は「大体栃洞坑箱元ト大同小異二付記載ヲ省略スル「｜とある。）
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第一に指摘したいことは、神岡鉱山における友子の争議参加は、ここでも友子が短期間ながら一時的に労働組合
化
し
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
友
子
は
、
こ
こ
で
も
は
っ
き
り
と
組
織
的
に
労
働
組
合
の
よ
う
に
賃
金
な
ど
労
働条件の改善を要求した。
第
二
に
指
摘
し
た
い
こ
と
は
、
こ
の
場
合
、
栃
洞
坑
の
友
子
は
、
労
働
組
合
と
一
線
を
画
し
て
協
力
関
係
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
友
子
は
、
労
働
組
合
に
対
抗
す
る
労
使
間
の
意
思
疎
通
機
関
と
し
て
客
観
的
に
機
能
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
大
正
八
年
改
正
の
署
名
の
あ
る
「
栃
洞
山
中
規
約
」
は
、
第
六
条
「
当
番
」
の
四
項
で
「
山
中
に
於
て
会
社
に
出
願
の
（３） 
事項あるときは大当番附添ひて出願す可し」と規定している。
従
っ
て
、
神
岡
鉱
山
の
友
子
の
一
時
的
な
労
働
組
合
化
は
、
確
か
に
友
子
の
労
働
組
合
化
で
は
あ
る
が
、
明
治
四
○
年
の
足
尾
銅
山
の
友
子
の
よ
う
に
、
ま
た
大
正
八
年
の
千
代
田
炭
坑
の
友
子
の
労
働
組
合
化
の
よ
う
に
前
向
き
の
積
極
的
な
意
義
を
も
っ
た
も
の
で
は
会
社
に
提
出
し
た
。
同
月
二
五
日
に
漆
山
坑
鉱
夫
代
表
よ
り
、
二
六
日
に
蛇
腹
坑
鉱
夫
代
表
よ
り
「
嘆
願
書
」
が
会
社
に
提
出
さ
れ
た。茂住坑では多少の動きはあったが、嘆願書の提出には至らなかった。
こ
う
し
た
鉱
夫
の
全
般
的
な
要
求
運
動
に
対
し
て
、
鉱
業
所
は
、
「
彼
等
ノ
運
動
二
対
ス
ル
成
果
ニ
ア
ラ
ザ
ル
旨
ヲ
声
明
シ
テ
幾
分
ノ増給ヲ断行スルハ鎮撫策上必要卜認メ」、「十月三十曰各所一斉二総賃銀二対スル一割五歩ヲ限度トシ、其以内二
於テ平素ノ技彌勤務振等ヲ考慮シ臨時昇給ヲ発表」した。そして資料は、最後に「昇給率ハ彼等ノ嘆願書一一表ハレ
タル要求トハ相当ノ懸隔アレトモ一般二静穏ニシテ、再ビ労働運動ヲ惹起セシメルガ如キー至ラズ此侭沈静二終息
シ
タ
リ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
以上のように、友子の争議過程を詳しく見てきたが、友子の労働組合化のテーマという観点から次のように指摘
できる。
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な
い
と
評
価
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
わ
た
く
し
は
、
一
定
の
条
件
の
も
と
で
そ
う
し
た
友
子
も
、
も
っ
と
積
極
的
な
労
働
組
合
化
の
傾
向
を
示
す
こ
と
も
あ
り
う
る
と
確
信
し
て
い
る
。
友
子
の
鉱
夫
全
体
が
よ
り
自
覚
的
に
な
る
時
、
友
子
組
織
は
も
っ
と
労
働
組
合
的
に
な
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
た
だ
し
大
正
期
の
友
子
は
、
概
し
て
企
業
の
支
配
を
強
く
受
け
て
、
友
子
の
自
立
性
を
失
っ
て
き
て
お
り
、
積
極
的
に
労
働
組
合
に
成長転化するポテンシャルを弱めていたと一一一一口わなければならないであろう。従って大正八年に鉱山における労働組
合
運
動
が
激
し
く
な
る
に
伴
っ
て
、
各
地
の
鉱
山
企
業
は
、
友
子
を
軸
に
し
た
従
業
員
団
体
を
組
織
し
た
り
、
友
子
と
別
途
に
従
業
員
団
体
を
つ
く
っ
て
友
子
の
勢
力
を
弱
め
、
労
働
組
合
運
動
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
爾
来
友
子
は
、
従
業
員
団
体
の
中
核
と
し
て
企
業
内
化
を
強
め
、
本
来
の
自
立
性
や
自
立
性
を
一
層
失
っ
て
い
き
、
反
労
働
組
合
の
組
織
と
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
（４） 
ある。注（１
）
神
岡
鉱
業
所
『
五
十
年
史
編
纂
資
料
神
岡
鉱
山
労
務
史
』
（
昭
和
一
七
年
頃
の
執
筆
）
。
こ
の
資
料
は
、
神
岡
鉱
山
史
の
『
第
四
編
労
務
』
を
なすもので、’一一○○頁に及ぶ肉筆稿である。争議に関する記述は、「労働運動」の項で八頁ほどにわたってなされている。
こ
こ
で
は
い
ち
い
ち
頁
を
示
さ
な
い
。
（
２
）
神
岡
鉱
山
に
お
け
る
こ
の
時
期
の
労
働
組
合
の
形
成
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
組
合
が
、
全
国
坑
夫
組
合
系
か
友
愛
会
鉱
山
部
会
系
か
定
か
で
は
な
い
。
全
国
坑
夫
組
合
の
会
計
資
料
で
は
、
神
岡
支
部
の
名
称
が
あ
り
、
大
正
九
年
七
月
と
八
月
の
一
一
カ
月
の
会
費
（
一
二
円
と
八
円
五
○
銭
）
の
納
入
が
記
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
二
村
論
文
、
一
四
頁
参
照
）
。
し
か
し
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
労
働
組
合
の
争
議
は
、
大
正
八
年
一
○
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
り
、
全
国
坑
夫
組
合
系
だ
っ
た
と
い
う
証
拠
に
は
な
ら
な
い
。
わ
た
く
し
の
印
象
で
は
、
神
岡
鉱
山
の
労
働
組
合
が
採
鉱
部
門
の
ほ
か
、
機
械
、
建
築
、
精
錬
、
倉
庫
な
ど
広
範
囲
な
職
種
に
わ
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
友
愛
会
系
の
労
働
組
合
の
介
入
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
に
待
ち
た
い
。
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大
正
一
二
年
七
月
に
小
坂
鉱
山
と
花
岡
鉱
山
で
激
し
い
争
議
が
お
き
た
が
、
阿
仁
鉱
山
で
も
友
子
が
中
心
と
な
っ
て
争
議
が
行
わ
れ
、
労
働
組
合
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
友
子
が
積
極
的
に
労
働
組
合
の
役
割
を
果
た
し
、
友
子
の
労
働
組
合
化
の
傾
向
を
示
し
た
ものとして注目される。阿仁鉱山は、北秋田郡阿仁合町の孤立した地域にあり、古河鉱業の経営であった。足尾銅
山
と
は
、
同
系
の
鉱
山
で
あ
り
、
阿
仁
鉱
山
の
友
子
は
、
そ
れ
な
り
の
親
密
な
関
係
が
あ
っ
た
。
加
え
て
足
尾
銅
山
で
は
、
大
正
八
年
以
来
、
激
し
い
争
議
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
阿
仁
鉱
山
の
鉱
夫
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
感
心
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
小
坂
鉱
山
と
は
、
直
接
関
係
が
な
か
っ
た
が
、
遠
く
離
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
燐
山
で
あ
り
、
一
定
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
阿
仁
鉱
山
は
、
歴
史
の
古
い
鉱
山
で
あ
っ
た
が
、
明
治
期
か
ら
衰
退
に
向
い
、
明
治
末
年
に
は
、
鉱
夫
数
は
、
三
○
○
○
名
近
く
い
た
が
、
大
正
六
年
に
は
二
七
五
三
名
に
な
り
、
大
正
九
年
の
恐
慌
を
へ
て
鉱
夫
数
は
著
し
く
減
少
し
、
大
正
薑
四
年
に
は
七
三
四
名
に
（１） 
減った。当時阿仁鉱山は、小沢坑、一一一枚坑、真木坑、菅一草坑の四坑があり、そこにはそれぞれ友子の組織があった。
明
治
末
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
小
沢
坑
は
、
自
友
子
一
五
○
名
、
渡
友
子
七
○
名
、
萱
草
坑
は
、
臼
友
子
五
○
名
、
渡
友
子
一
五
○
（２） 
名、真木坑では両者は一つの組織に統ムロされ七○名だった。阿仁鉱山には、組織率は高くはないが、しっかりと友
子
組
織
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
正
一
一
一
年
の
争
議
に
は
、
阿
仁
鉱
山
の
友
子
会
員
数
は
、
三
○
○
名
以
上
は
い
た
と
思
わ
れ
る
。
小
沢
坑
に
は
一
○
○
名
近
く
の
友
子
会
員
が
い
た
で
あ
ろ
う
。
（
３
）
拙
著
『
日
本
の
伝
統
的
労
資
関
係
・
友
子
制
度
史
の
研
究
」
、
二
四
四
頁
。
（４）この点については、拙稿「足尾銅山における友子制度の変遷（下）ｌ友子制度の企業内化を中心にｌ」、『経済志林』六
○
の
一
・
二
、
「
別
子
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
変
遷
ｌ
大
正
期
の
友
子
制
度
の
企
業
内
化
を
中
心
に
ｌ
」
同
上
誌
、
六
二
の
一
参
照
。
２
阿
仁
鉱
山
に
お
け
る
友
子
の
一
時
的
な
労
働
組
合
化
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こ
の
争
議
の
き
っ
か
け
は
、
十
分
に
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
工
藤
由
四
郎
の
『
阿
仁
合
町
郷
土
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
阿
仁
鉱
山
で
は
少
数
の
目
坑
夫
組
合
で
あ
っ
た
が
、
生
活
の
安
定
と
待
遇
改
善
、
賃
金
値
上
等
を
唱
え
、
全
日
本
鉱
夫
聯
合
会
へ
連
絡
を
取
っ
て
争
議
（５） 
態
勢
を
強
化
し
た
」
と
述
べ
て
、
争
議
の
経
過
を
主
に
古
河
鉱
業
の
資
料
を
も
と
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
（６） 
当
時
の
『
労
働
争
議
日
誌
」
に
よ
れ
ば
、
小
沢
坑
の
自
友
子
の
有
力
者
で
あ
っ
た
松
岡
徳
重
壹
ｂ
は
、
七
月
一
六
日
に
自
友
子
の
大
集
会
を
開
き
、
松
岡
の
「
願
書
」
な
る
も
の
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
「
争
議
日
誌
』
は
、
「
自
坑
夫
大
当
番
武
田
初
蔵
方
に
於
て
大
集
会
を
催
し
、
会
す
る
も
の
約
二
十
名
、
そ
の
目
的
は
松
岡
徳
重
の
願
書
に
つ
き
協
議
し
た
る
由
に
し
て
同
自
坑
夫
は
該
願
書
を
採
用
す
る
こ
（７） 
とと決議す。」と指摘している。
こ
の
「
願
書
」
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
織し、やがて友子を中へ
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
阿仁鉱山では、すでに大正一○年四月に全日本鉱夫総聯合会阿仁鉱山支部が設立され、支部長に荒川芳吉、理事
（３） 
長
に
松
岡
徳
重
を
選
出
し
、
六
月
に
加
藤
勧
十
を
迎
え
て
、
組
ム
ロ
の
正
式
な
発
足
式
を
開
い
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
組
合
は
消
滅
（４） 
大正一一一年七月一一八日に松岡らは、再度労働組合の組織を試みた。松岡は、初め友子を中心に待遇改善要求を組
し
、
や
が
て
友
子
を
中
心
に
労
働
組
合
を
組
織
し
て
い
っ
た
。
こ
の
過
程
は
、
明
ら
か
に
友
子
が
労
働
組
合
に
成
長
転
化
し
た
も
の
嘆
願
書荒
瀬
村
向
岱
一
番
地
ノ
ー
松岡徳重（三十五才）
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以
上
の
記
述
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
目
友
子
の
有
力
者
松
岡
は
、
六
月
一
六
日
に
仲
間
の
鉱
夫
が
鉱
業
所
の
職
員
か
ら
負
傷
さ
せ
ら
れ
た
の
を
機
会
に
、
待
遇
改
善
を
思
い
立
ち
、
前
年
か
ら
知
り
合
っ
て
い
た
浅
沼
ら
を
呼
ん
で
、
労
働
組
合
の
組
織
化
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
松
岡
ら
は
、
ま
ず
阿
仁
鉱
山
の
小
沢
坑
の
自
友
子
に
問
題
を
提
起
し
て
、
お
そ
ら
く
友
子
を
通
じ
て
待
遇
改
善
運
動
を
展
開
し
つ
つ
、
労
働
組
合
を
組
織
し
よ
う
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
て
松
岡
ら
は
、
小
沢
坑
の
自
友
子
の
大
集
会
を
開
き
、
松
岡
の
「
嘆
願
書
」
と
い
う
形
で
ま
ず
友
子
内
に
問
題
を
提
起
し
、
「
嘆
願
書
」
の
鉱
夫
へ
の
回
覧と負傷者と来山者を迎える費用のための寄付を集める承認をとった。
（９） 
こ
う
し
て
七
月
一
六
日
に
来
山
し
た
浅
沼
稲
次
郎
と
高
梨
二
夫
は
、
松
岡
宅
に
泊
ま
り
、
以
後
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の活動は、第一に、鉱業所との交渉、第二に演説会などの開催、第一一一に鉱夫たちとの交流と、労働組合の組織化の
右
私
事
ハ
阿
仁
鉱
山
二
附
テ
坑
夫
ト
シ
テ
ニ
十
年
ノ
久
シ
キ
労
働
致
居
候
処
、
近
来
当
鉱
山
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
鉱
山
ノ
事
業
頗
ル
不
景
気ノ為非常困難ニテ労働生活ヲ営ミ居候場合本年六月十六曰小沢鉱山高橋徳松方ニテ鉱山警戒横山伍助ノ為突然
不慮ノ災難ニ陥り前額刺傷ヲ蒙リ数日ノ久シキ間治療致候二未ダ全快不致、生活上尤困難致居候折柄、今般東京
本部ヨリ労働上ノ宣伝ノ為二有力者両名私方へ参会スル旨電報有之候、然ルー前年二於テモ私方へ参会アリタル
ヲ
以
ツ
テ
一
層
縁
故
モ
厚
ク
相
成
り
タ
ル
ョ
リ
夫
々
ヲ
取
扱
上
不
致
候
テ
ハ
阿
仁
鉱
山
坑
夫
タ
ル
私
ノ
対
面
一
一
モ
関
係
ヲ
来
シ
申
候
処
時
節
柄
恐
縮
ノ
至
リ
ニ
奉
存
候
得
共
前
記
負
傷
ノ
治
療
費
及
右
宣
伝
員
取
扱
費
ノ
御
助
カ
ト
シ
テ
各
位
様
二
於
カ
レ
多
少
ノ
御
助
力
被
成
下
度
此
段
嘆
願
候
頓
首
大
正
十
二
年
七
月
十
四
曰
（８） 
右
松
岡
徳
重
」
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「阿仁鉱山交際坑夫一同協議ノ上日本労働組合一一願上奉ル、従来当鉱山ハ他鉱山二比シ大イニ不景気ニテ生活止
甚ダ難渋仕リ不止得父祖代々永住セル土地二於テ出セル家族年々アリ殊二本年非常二増加シ実二見ルー－忍ビズ尚
又残居セル我々モ又生活立兼ネル一一幸上労働組合幹部出張ヲ好機二我々モー同労働組合一一同盟シ依テ目下ノ難渋
（ｕ） 
ヲ御救ヒーフレン事ヲ出願ス」。
この資料は、阿仁鉱山の友子が、協議して生活困窮を解決するために労働組合に「願上」、「同盟」して解決をは
か
ろ
う
と
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
阿
仁
鉱
山
の
友
子
は
、
当
所
小
沢
坑
の
自
友
子
を
中
心
に
動
い
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
動
き
を
見
る
と
「
阿
仁
鉱
山
交
際
坑
夫
一
同
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
各
坑
の
友
子
が
一
致
し
て
待
遇
改
善
運
動
に
立
ち
上
が
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
事
実
そ
の
後
の
待
遇
改
善
運
動
は
、
各
坑
の
代
表
委
員
が
集
ま
っ
て
い
る
。
ある。 『争
議
日
誌
」
に
よ
れ
ば
、
高
梨
ら
は
、
鉱
山
見
学
の
あ
と
七
月
一
八
日
に
鉱
業
所
の
「
係
長
」
と
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。
「
本
日
午
前
九
時
十
分
頃
徳
重
ノ
案
内
ニ
テ
浅
沼
、
高
梨
ノ
両
名
係
長
二
面
会
二
参
り
約
一
時
間
ニ
テ
退
去
ス
係
長
卜
会
見
ノ
際
言
明セル処ニョルト自分等当山二参リタルーー多数ノ坑夫共来リ生活上困難セルヲ以テ生活ノ安定ヲ得ル様ニト願ハ
（皿）
レタリ、依テ当山ヲ足尾ノ様ニハ出来事情モアルベキガ当山ノ相場ニ依り待遇セーフルル様希望スト云ヘリ」。
高
梨
ら
は
、
鉱
業
所
と
交
渉
し
た
が
、
足
尾
銅
山
の
よ
う
な
待
遇
に
は
出
来
な
い
と
交
渉
は
物
別
れ
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
八
日
から一一四日まで演説会を開催し、一一四日の演説会で要求案を発表し、二六日に鉱業所に提出することを決定した。
こ
こ
で
友
子
は
、
鉱
業
所
に
待
遇
改
善
の
要
求
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
の
間
の
経
過
に
つ
い
て
『
争
議
日
誌
」
は
、
七
月
一
八
日
鉱
夫
側
の
「
願
書
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ
は
以
下
の
通
り
で
支援であった。
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事
実
七
月
二
五
日
に
は
、
鉱
業
所
に
提
出
す
る
要
求
書
を
検
討
す
る
た
め
に
「
協
議
会
」
が
開
か
れ
、
約
一
五
○
名
の
鉱
夫
が
集
（、）
ま
っ
た
。
ち
な
み
に
要
求
聿
皀
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
（Ｍ） 
鉱
夫
の
協
議
会
は
、
以
下
の
委
員
を
選
出
し
、
｜
二
日
後
に
鉱
業
所
の
回
答
を
迫
っ
た
。
弓一一、一一一、四、
五、Ｔ、ムマ
以上大正
十
二
年
七
月
二
十
六
日
、
阿
仁
鉱
山
全
従
業
員
現
在
賃
金
ノ
四
割
増
ス
コ
ト
イ
坑
夫
ハ
現
在
賃
金
一
円
二
十
銭
ヲ
平
均
卜
見
ナ
ス
四
割
増
ス
コ
ト
ロ
一
般
鉱
夫
職
工
等
級
賃
金
ヲ
四
割
増
給
ス
ル
コ
ト
ハ
製
鉱
受
負
現
在
単
価
ノ
」
割
五
分
ヲ
増
ス
コ
ト
米
価
ヲ
二
七
銭
二
固
定
シ
下
ノ
如
キ
割
二
貸
下
グ
ル
コ
ト
、
｜
、
｜
升
二
対
シ
内
地
米
八
合
外
米
二
合
ト
ス
勤
務
手
当
ヲ
支
給
ス
ル
コ
ト
、
内
容
ハ
足
尾
銅
山
規
定
通
り
ト
ス
依
願
解
雇
申
出
ノ
時
ハ
労
働
者
ノ
自
由
意
思
ヲ
尊
重
シ
之
ヲ
拒
マ
ズ
一
週
間
以
内
二
勤
続
手
当
金
賃
金
ヲ
支
払
う
コ
ト
坑
内
労
働
者
ノ
全
部
八
時
間
勤
務
ト
ス
ル
コ
ト
、
但
シ
八
十
度
以
上
及
水
切
羽
ノ
場
所
ニ
テ
ハ
六
時
間
制
ト
ス
ー
中
略
ｌ
今
回
ノ
運
動
二
対
シ
責
任
ヲ
問
ハ
ザ
ル
コ
ト
、
但
シ
解
雇
ス
ル
場
合
勤
続
年
数
一
ケ
年
二
対
ス
ル
六
ケ
月
分
ヲ
支
給
ス
ル
コ
ト
内 要
求
条
件
阿
仁
鉱
山
労
働
者
一
同
／戸へ
１３ 
，－〆
Ｌ＿ 
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各
委
員
の
選
出
は
、
鉱
夫
の
待
遇
改
善
運
動
が
全
山
的
な
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
友
子
が
全
従
業
員
を
代
表
し
て
要
求
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
表
中
の
＊
印
は
、
わ
た
く
し
の
所
有
す
る
取
立
状
と
そ
の
他
の
友
子
資
料
で
友
子
の
会
員
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
鉱
夫
で
あ
る
。
そ
し
て
小
沢
坑
の
土
佐
、
木
村
な
ど
は
、
取
立
状
の
初
め
の
と
こ
ろ
に
名
前
を
記
す
（旧）
年功の古向い親分鉱夫であった。
そ
し
て
七
月
二
八
日
の
鉱
業
所
長
の
回
答
に
は
、
事
務
所
に
鉱
夫
の
代
表
た
ち
が
各
部
門
か
ら
集
ま
っ
て
お
り
、
全
山
規
模
の
運
動
（旧）
であったことをよく一示している。当日回答を聴くために集まった代表者は、以下の通りである。
第
二
表
各
部
部
門
別
代
表
者
氏
名
小
沢
坑
三
枚
坑
真
木
坑
萱
草
坑
小
沢
変
電
所
山
内
運
搬
そ
の
他
運
搬
小
沢
坑
萱
草
坑
三枚坑
真
木
坑
電
気 第
一
表
代
表
者
氏
名
＊
士
佐
久
之
助
、
＊
木
村
友
之
助
、
湊
百
八
、
松
岡
徳
重
相
馬
留
吉
戸
嶋
熊
太
郎
＊
太
田
格
之
助
佐
藤
定
助
中
村
元
吉
、
宮
野
嘉
市
、
魚
住
三
蔵
、
魚
住
治
助
、
山
口
留
治
、
工
藤
国
治
、
＊
武
田
初
蔵
、
伊
藤
喜
一
、
松
岡
長
松
佐
藤
定
助
＊
佐
藤
栄
之
助
斉
藤
勝
蔵
、
伊
藤
留
五
郎
、
＊
京
谷
米
蔵
、
田
山
徳
松
、
＊
御
法
用
永
政
、
＊
菅
原
熊
治
、
鈴
木
福
蔵
、
魚
住
恵
太
郎
森
川
浪
治
辻
平
助
、
柏
谷
磯
吉
、
秋
山
長
蔵
、
加
賀
谷
酉
松
山
田
一
郎
高
橋
藤
松
、
湊
松
蔵
、
吉
田
才
治
、
加
藤
源
吉
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そして翌日町会は緊急会議を開催し、調停による「円満解決」を期待し、労使の間に入って解決につとめた。し
か
し
結
局
、
鉱
業
所
長
柾
丹
治
は
、
八
月
三
日
に
改
め
て
仲
裁
案
を
拒
否
し
、
鉱
夫
側
の
要
求
を
全
面
的
に
拒
否
し
た
。
か
く
し
て
鉱
夫側は、「同盟罷業」に入った。その間浅沼稲次郎は逮捕され、山を追放された。争議を開始して五曰目の八月七
こ
こ
で
も
代
表
委
員
の
内
、
友
子
の
会
員
と
確
認
さ
れ
た
も
の
は
五
名
で
あ
っ
た
。
特
に
小
沢
坑
の
武
田
初
蔵
と
萱
草
坑
の
菅
原
熊
（Ⅳ） 
治は大当番であった。この事実は、この争議が、友子組織として行われた｝」とを如実に物語っている。
鉱
業
所
が
回
答
を
渋
っ
た
の
で
、
事
態
の
悪
化
を
心
配
し
た
町
長
ら
の
町
方
の
有
志
は
、
仲
裁
に
入
り
、
回
答
日
の
午
後
五
時
に
鉱
夫の代表を阿仁合役場に呼び、協議を行い、仲裁者と鉱夫代表らによる次のような「仲裁案」を作成した。
「
仲
裁
案
一
、
阿
仁
鉱
山
全
従
業
員
現
在
ノ
賃
金
ヲ
二
割
増
ス
コ
ト
ニ
、
米
価
ハ
市
中
時
価
ヨ
リ
｜
割
減
ノ
コ
ト
三
、
勤
続
手
当
ヲ
支
給
ス
ル
コ
ト
、
追
調
査
ノ
上
発
表
ヲ
約
ス
四
、
要
求
ノ
通
リ
ナ
ル
コ
ト
五
、
労
働
時
間
現
在
通
リ
ナ
ル
コ
ト
十
、
今
回
ノ
運
動
二
対
シ
責
任
ヲ
問
ハ
ザ
ル
事
、
但
書
ハ
留
保
ノ
事
、
以
上
大
正
十
二
年
七
月
二
十
八
日
（岨）
（仲裁者連名を省略）
」
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曰、鉱夫側は、鉱業所の説得でついに争議を中止して、平常通り就業し、争議は敗北した。
以
上
の
よ
う
に
、
阿
仁
鉱
山
の
争
議
は
、
友
子
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
。
そ
し
て
恐
ら
く
七
月
二
九
日
こ
ろ
鉱
夫
側
は
、
「
労
働
会
」
と
い
う
組
合
を
組
織
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
七
月
二
九
日
に
開
か
れ
た
町
会
の
資
料
は
、
「
日
本
鉱
夫
総
聯
合
会
ヨ
リ
会
員
出
張
当
阿仁鉱山動揺ノ兆アルハ一般周知ノ処ナリ、然ルー一頃日当地二労働会ノ発会式ヲ拳ケ亦一面ニハ事業主タル古河鉱
（旧）
業株式会社阿仁鉱業所柾丹治氏二要求条件ヲ提一不会談シタル」と記してある。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
鉱
夫
の
待
遇
改
善
要
求
は
、
友
子
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
た
「
労
働
会
」
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
労
働
会
」
は
、
当
時
の
鉱
夫
連
合
会
の
雑
誌
に
よ
れ
ば
、
「
大
正
十
二
年
七
月
二
十
八
日
阿
仁
鉱
山
は
本
部
の
応
援
を
得
（別）
て盛大なる発会式を撃げた」と一一一一口われていることから、鉱夫連合会の事実上の支部であり、その日本鉱夫総連合会
（Ⅲ） 
支部の発会式だったのである。浅沼稲次郎の証一一一一口によれば、組合□貝数は「一一一百五十」名だったと一一一一口われている。
（犯）
「
労
働
会
」
は
、
争
議
の
敗
北
後
も
「
阿
仁
鉱
夫
組
〈
ロ
」
と
し
て
大
正
一
四
年
一
○
月
こ
ろ
ま
で
存
続
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
そ
の
後
の
存
在
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
ろ
こ
の
争
議
は
、
初
め
小
沢
坑
の
自
友
子
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
全
山
の
友
子
を
統
合
し
、
全
従
業
員
を
動
員
し
て
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
こ
こ
で
も
友
子
が
労
働
組
合
の
よ
う
に
待
遇
改
善
に
取
り
組
み
、
一
時
的
に
労
働
組
合
に
転
化
し
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
労
働
組
合
の
組
織
化
の
た
め
に
、
友
子
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
わ
た
く
し
は
、
こ
の
「
労
働
会
」
が
足
尾
銅
山
の
鉱
夫
で
あ
っ
た
高
梨
二
夫
ら
に
よ
っ
て
、
全
国
坑
夫
組
合
の
方
針
に
そ
っ
て
、
友
子
を
労
働
組
合
に
再
編
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
て
い
る
。
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注（１）「本邦重要鉱山要覧」を参照。
（
２
）
農
商
務
省
『
鑛
夫
調
査
概
要
」
（
大
正
二
年
刊
）
、
四
一
七
’
九
頁
。
（３）小沢三千雄編『秋田県社会運動史資料』、一一頁、三七頁参照。
／￣、／￣、／￣、／￣、／戸へ／￣、／￣、
１９１８１７１６１５１４１３ 
塁=〆、_ン、_〆、_〆、=〆、＿〆、=〆
（５）工藤由四郎編「阿仁合町郷土誌」一九六一一年刊、一一三’一一一頁。
（
６
）
同
右
書
、
一
一
一
三
頁
。
な
お
『
労
働
争
議
日
誌
」
は
、
阿
仁
鉱
業
所
側
の
日
誌
で
あ
る
。
（７）同右書、一一一三頁。
（
８
）
同
右
書
、
一
二
三
頁
。
（
９
）
浅
沼
稲
次
郎
の
身
分
は
、
「
日
本
農
民
組
合
関
東
同
盟
宣
伝
部
農
民
運
動
記
者
」
で
あ
り
、
高
梨
二
夫
の
身
分
は
、
「
全
日
本
鉱
夫
総
聯
合
会
」
の
執
行
委
員
で
あ
っ
た
（
同
右
書
、
一
二
三
頁
）
。
高
梨
は
、
足
尾
銅
山
の
労
働
組
合
出
身
の
元
鉱
夫
で
あ
り
、
当
時
の
有
能
な
鉱
夫
労
働
組
合
指
導
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
（Ⅲ）同右書、一二一一一頁。
（
Ⅱ
）
同
右
書
、
一
二
四
頁
。
（
皿
）
同
右
書
、
一
二
五
頁
。
な
お
『
争
議
日
誌
』
は
、
「
参
会
者
約
百
五
十
名
、
内
非
会
員
五
十
名
位
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
会
員
と
は
、
友
子
会
員
の
こ
と
で
は
な
く
、
後
に
ふ
れ
る
「
労
働
会
」
の
会
員
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（⑬）同石書、一二四’五頁。
（ｕ）同右書、’二五頁。
（
烟
）
秋
田
県
阿
仁
合
町
教
育
委
員
会
蔵
友
子
資
料
を
参
照
。
（
朋
）
前
掲
『
阿
仁
合
町
郷
土
誌
」
、
一
二
五
’
六
頁
。
／‐へ〆~、／戸へ／~、／■へ／■､／=､／－，
４３２ 
、＿/、＿〆逼一／、＿〆、＿ン、－〆、＿／、_〆
前掲『阿仁合町郷土誌」、一二六頁。
同右書、’二六頁。
注
（
旧
）
に
同
じ
。
同右書、三一一一頁。
(４８） 317 
（別）前掲小沢編書、三一一一頁。
こ
の
「
労
働
会
」
と
い
う
名
称
は
、
大
正
八
年
に
小
坂
鉱
山
の
鉱
夫
た
ち
が
、
待
遇
改
善
運
動
を
展
開
し
た
時
に
使
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今
野
賢
三
編
『
秋
田
県
労
農
運
動
史
』
二
○
九
頁
参
照
。
阿
仁
鉱
山
の
鉱
夫
た
ち
は
、
あ
え
て
労
働
組
合
の
名
を
用
い
ず
、
こ
の
名
称
を
使
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
（Ⅲ）同右書、四二頁。
（皿）同右書、四二頁。
